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ようこそ 
 
788Tを購入していただきありがとうございました。コンパクトに設計された 788Tはその内蔵ハードディ
スク、コンパクトフラッシュまたは外部ドライブへ／からオーディオを録音、再生可能です。そして、フ
ィールド記録をシンプルかつ迅速にします。788Tは、32kHz～48.048kHzでサンプリング・レートで 16
または 24ビットによる、非圧縮 pcmオーディオのリード・ライトが可能です。タイムコードに対応した
788Tは、肩掛け録音からカート・ベースのプロダクションまで 788Tをどんなレコーディングにでも対応
することができます。 
 
788Tは、高性能マイク・プリアンプを含む妥協の無い音声回路を提供します。特に高帯域、高いビット伝
送速度デジタル録音のために設計されたこれらのプリアンプは、新しい標準を周波数レスポンス線形、低
い歪率パフォーマンスを持ちながら低雑音に抑えられています。 
 
ドキュメンタリーと ENGミキシングエンジニアにとって、788Tはその非常に小さい本体に、多くの様々
な機能が盛り込まれています。市販されている他のレコーダーで、この小ささと特徴を持つ機種を探すこ
とは難しいでしょう。そのうえ、操作習得時間は非常に短く、788Tのパワフルでありながら操作の複雑さ
が無いのが特徴です。 
 
Sound Devicesは、録音現場での使いやすさに重点を置きながら、豊富で素晴らしい特徴を持たせるため
に、専門的かつ家電テクノロジーを惜しみなく投入しています。ハードディスクとコンパクトフラッシュ
は、非常に信頼性が高いながらスタンダードな製品なため、PCショップで簡単に入手できます。外部ドラ
イブにも対応しているため、低コスト、携帯用のメディアを利用することはポストプロダクションへのフ
ァイル移動にも円滑に対応できます。取り外し可能な充電式バッテリーは、ソニー互換の標準であるリチ
ウムイオン・ビデオカメラ用電池です。788Tはデータ転送、データバックアップ用にUSBポート、FireWire
ポートを備えるので、WindowsとMac OSコンピュータに直接接続することができます。 
 
 
 

788Tのファームウェア既知の問題 
 
既知の問題についての完全なリストについては、sounddevices.com/download/788t-fi rmware.htm.にアク
セスしてください。 
 
 
著作権表示とリリース 

 
All rights reserved. No part of this publication may be reproduced, stored in a retrieval system, or 
transmitted in any form or by any means, electronic, mechanical, photocopying, recording, or 
otherwise, without the expressed written permission of SOUND DEVICES,LLC. SOUND DEVICES is 
not responsible for any use of this information. 
 
SOUND DEVICES, LLC shall not be liable to the purchaser of this product or third parties for 
damages, losses, costs, or expenses incurred by purchaser or third parties as a result of: accident, 
misuse, or abuse of this product or unauthorized modifications, repairs, or alterations to this product, 
or failure to strictly comply with SOUND DEVICES, LLC’s operating and installation instructions. 
 
Microsoft Windows is registered trademarks of Microsoft Corporation. Macintosh is a registered 
trademark of Apple Computer. Other product and company names mentioned herein may be the 
trademarks of their respective owners. The sound waves logo is a registered trademark of Sound 
Devices, LLC. 
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クイックスタート・ガイド 

 
788Tはとても強力で柔軟なポータブルオーディオレコーダーです。録音する前に、製品に精通することが
重要です。いくつかの設定は、検証または、個々の録音ニーズに基づいて設定しなければなりませ 
ん。 
 
ユニットの電源 

 
1. 取り外し可能な、充電できる Li-ion（リチウムイオン）バッテリーを、バックパネルにあるバッテ
リーマウントに取付けてからユニットに電源を供給してください。マウントにあるメタルタブが、
バッテリーの電気接点に接続されます。付属のバッテリーは、放電しているかもしれませんので、
最初の動作と充電のために外部 DC が必要かもしれません。付属の AC アダプター(XL-WPH2)を
DC 入力プラグに接続し、電源を供給しバッテリーを充電してください。 

2. ユニットの電源を入れるには、    パワーキーを押します。ユニットの電源を切る場合には 1 秒以
上パワーボタンを押します。 

 
もし、レコーダーに初めて電源を供給したか、あるいは、長時間バッテリーを外していたなら、日付と時 
間を設定する必要があるかもしれません。 
 
 
最初の使用の前に、付属の Li-ion バッテリーに 6 時間充電してください。 

 
 
メニューナビゲーションの基本 

 
セットアップメニューは、録音のためにルーティング、そしてコントロールパラメータを提供します。1 層
のメニュー構造は、機能の非常に素早いナビゲーションと選択を考慮しています。セットアップメニュー
に入るために、フロントパネルの   キーを押します。セットアップメニューで、次の表記法がナビゲ
ーションと選択で共有され、そして特定のパラメータを選択します。 
●     MENUキーは、セットアップメニューに入ります 
●     ハイライトされたメニューアイテム 
●    （     TONEキー）ハイライトされたアイテムまたはパラメータを選択 
●    （     MENUキー）メニューの中、メニューのパラメータの間で上へ移動 
●    （     HDDキー）メニューの中、メニューのパラメータの間で下へ移動 
●    （     LCDキー ）選ばれたメニューまたはメニュー全体を終了 
●       STOP キーは、どのメニューからもキャンセルと終了します。セットアップメニューから抜け
るときに使用します。 

 
右側パネルにある( "Select"とラベルされた)ロータリースイッチは、メニューアイテムとアイテムオプショ
ンの中を素早くナビゲートします。ロータリースイッチを押し込む事は、ほとんどのメニューでチェック
マークと同等の役割を果たします。 
 
オーディオソースの接続 

 
1. オーディオソース（アナログまたはデジタル）を該当する入力コネクタへ接続します。 

 
2. 使用する入力に合わせて Input Settings 画面で適切なレベルに調整します。それぞれの Input 

Settings画面にアクセスするために、入力選択スイッチを動かしてホールドします。 
 

3. Micレベル入力を XLR入力 1-4あるいは TA-3入力 5-8 で使用する場合、Input Settings画面でフ
ァンタム電源、リミッター、ハイパスフィルターを設定します。 
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録音トラックへのルーティング 
 
録音前に入力がトラックへ割り当てられていなければなりません。788T の入力(1,2,3,4,5,6,7,8)は、８ト
ラック(Left, Right, A,B,C,D,E,F)のどこへでもアサインすることができます。8つの入力は個々のトラッ
クへ独立して、あるいは複数の入力を同じトラックにミックスして送ることができます。 
 

1. STOP  キーをホールドしながら、INPUT  キーを押すことで、ファクトリー・ルーティング
設定を循環することができます。788Tには入力とトラックへのコンビネーションが６種あります。 
 

2. プリセットルーティングの組み合わせが適当でない場合は、カスタムルーティングを割り当てます。
INPUTキーを連続して押すことで、カスタム・ルーティング・オプションに入ります。カスタムル
ーティングからは、任意の入力からあらゆるトラックへ割り当て可能です。ここでは１つのトラッ
クへ複数の入力をミックス・アサインすることも可能です。 

3. EXITを押すと、インプット・ルーティングモードから抜け出ます。 
 
 
トラックアーミング 

 
録音するにはトラック設定画面でトラックが録音レディ状態でなければなりません。トラック設定画面に
入るには、INPUTキーを押してください。録音レディのトラックはトラック文字の左横にアスタリスクマ
ーク（＊）が表示されます。ロータリースイッチを使用して任意のトラックにカーソルを合わせてから、
ロータリースイッチを押して、録音レディの ON/OFFを設定してください。 
 
 
録音パラメータ と ファイルの保存先 

 
録音に入る前に、録音ビットとサンプリングレート、録音メディアの選択、ファイルフォーマットを設定
します。Setupメニューに入ると、様々な録音設定があります。ビットとサンプリングレートは LCDパネ
ルに表示されます。 
 

1. 必要に応じてビットを変更します。REC: BIT DEPTH 
2. 必要に応じてサンプリングレートを変更します。REC: SAMPLE RATE 
3. WAV monoかWAV poly のファイルタイプを設定します。REC: FILE TYPE 
4. レコーディングする記憶媒体（内蔵ハードディスク、コンパクトフラッシュ、外部ドライブ、３つ
のコンビネーション）を設定します。REC: MEDIA SELECT 

 
タイムコード設定 

 
タイムコードを使用する際、適切なタイムコード設定を行うことは重要です。タイムコードを使用しない
場合はこのセクションは飛ばしてください。 
 

1. 録音プロジェクトに適切なタイムコード・レートを選択します。 
2. タイムコード RUNモードを設定します。（free run, record run, 24 hr run, 外部 TC run） 
3. 788Tがタイムコードのマスターあるいはスレーブかを決めてください。同じ TCリファレンスを使
用する複数のレコーダーにおいて、タイムコードパラメータを設定してください。 

 
録音 

 
ファイルパラメータ設定により録音可能となります。788Tは録音専用デバイスで、     Recordキーを押
すとファイル-ベースの操作を除いて、全ての機能をキャンセルし、すぐに新しいファイルを録音し始めま
す。Record が押されると、録音モードを確認する赤い record LED が点灯します。LCD ディスプレイの
ファイルネームは、現在録音されたファイルを示します。録音を終了するには、  STOP キーを押しま
す。 
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再生 

 
録音を停止すると、直前に録音されたファイルは直ちに再生できます。ファイルの最初から再生するには、
PLAYキー    を押します。788Tの再生モードでは、LCDバックライトが緑に点灯します。 
 
 
再生するファイルの選択： 
 

1. ファイルビューワーキー   (HDD)を押して、再生するドライブとフォルダ（ディレクトリ）を
選びます。デフォルトで最後に録音されたファイルが再生されます。デフォルトの再生ソースはLCD
上でハイライトされたストレージボリュームです。 

2. ファイルディレクトリを経てナビゲートするために、Multi-Functionロータリースイッチか、矢印
キーを使います。 

3. ファイルがハイライト状態になったら、playキー    により再生を開始できます。 
4. 再生が終わると、ファイルネームが点滅し始めます。フォルダー内でファイルを進む方法は、FFキ
ー    または REWキー    を押します。再生モードを終了するには STOPキー   を押してくだ
さい。 

 
 
コンピュータへのファイル転送 

 
サウンドデバイスは、電源供給を行う 6 ピンのファイヤーワイヤーデバイスを接続する場合には事前に
シャットダウンすることを強く勧めます。IEEE1394a(FireWire400)デバイスをホットプラグインする際
に絶縁問題が起きるというレポートがありました。（ホットプラグインとは PCを含む 1台以上の機器の
電源が入っている状態で接続を行うことを指します）ホットプラグインすると FW400デバイス、または
PCの FW400ポートが永久に使用不能になることが稀に起こります。我々の経験上から、電源を供給す
る FW400を接続することでこの種の損害が起こりやすくなります。FW400のコネクタをさかさまに接
続すると 788Tとコンピュータの両方において故障が発生する恐れがあります。 

 
FireWire400(IEEE-1394a) 、FireWire800(IEEE-1394b)、USB 経由でMAC OSやWindows OSに接続
するとき、内蔵 HDD や CF カードはコンピュータに大容量記憶装置として認識されます。相互接続のた
めに適切なケーブルを使用してください。788T上のファイルはパソコン上のローカルファイルと同様に扱
われ、ファイルリネームやコピー、ダイレクト再生を 788Tのハードドライブから行うことができます。 
 
一般的に、ファイルに対して編集作業を行う前に 788Tからコンピュータへオーディオファイルのコピー
を行うことは賢明なことです。 

 
 
コンピュータへファイル転送するために 788Tを接続する： 
 

1. 再生と録音のすべての動作を止めます。 
2. 788Tバッテリーが十分に充電されているか、外部 DCが接続されているか確認します。 
3. FW400、FW800、USB ケーブルのいずれかでホストコンピュータと 788T を接続します。仕様の
リストにある必要条件を満たせばパソコン上でドライバーは必要ありません。 

4. コンピュータに接続して自動的に 788T が認識されない場合は、セットアップメニューの 
FIREWIRE/USB にアクセスするか、STOPと HDDボタンを同時に押して、接続を開始してくだ
さい。 

5. 788Tがコンピュータに接続中は、LCDディスプレイに FireWire/USB トランスファーモードに入
っていることが FIREWIRE/USB: CONNECTIONと表示されます。 

6. コンピュータからの操作で、必要とされる音声ファイルを HDDあるいは CFからコピーしてくださ
い。 

 
788T上で考えられるあらゆるディレクトリ破損を避けるために、接続プロセスを中断せず、常にコンピ
ュータの OSからドライブを取り外す手続きを行ってください。Mac OSではドライブアイコンをゴミ箱
へドラッグしてください。Windowsでは、「外部メディアの取り外し」をシステムトレイ・アイコンから
実行してください。 
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フロントパネルの詳細 

 
すべての 788Tのセッティングはフロントパネル LCDとナビゲーション・キーによってアクセス、モニタ
ーすることができます。これによりミキサーやワイヤレス送信機と一緒にプロダクションバッグに収納し
て使用することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) インプット・アクティブリング LED 

LEDはインプットゲインを囲んで、各入力が使
用可能で点灯します。LEDは各入力の状態に合
わせて様々なカラーに点灯します。 

 
 
2) 入力ゲイン・ポット 
デフォルトでは各入力チャンネルのアナロ
グ・デジタル入力のインプットゲインです。し
かし、セットアップメニューで FADERに設定
することができます。入力ゲイン・ポットは入
力をミュートしたりトラックへのアン・ルート
するためにオフポジションに切り替えること
ができます。これは最終的にバッテリー寿命を
延ばすことになります。反時計回りに回し切る
と不使用となります。 

 
 
3) 入力選択・ソロスイッチ 
左に倒すと奇数入力、右に倒すと偶数入力をセ
レクトします。入力選択・ソロスイッチを使用
して入力をセレクトすることは、ヘッドフォ
ン・モニターで選択された入力をソロにし、ス
イッチ位置に準じた入力設定ウィンドウが表
示されます。セットアップメニューで入力の
PFL(pre fade listen) の ON/OFF を設定でき
ます。入力設定画面を終了するには、再度推知
を倒すか、別の入力を選択してください。入力
設定画面を終了しつつソロモードにしておき
たい場合は、1 秒以上スイッチを倒してくださ
い。 

 
 
4) menuキー 

788T のセットアップ・メニューに入ります。
このキーはセットアップ中に、選択かパラメー
タ設定を上に移動するためにmenuキーが使用
されます。 
 
 

 
 
 

5) LCD ディスプレイ 
788T の状態を示す主要なディスプレイ。LCD
バックライトは LCD バックライトキーを押し
ながらロータリースイッチを押してください。
で点灯します。バックライトがアクティブな時、
バックライト・カラーでレコーダーのモードを
示します。 
赤 ＝ 録音モード 
緑 ＝ 再生モード 
白 ＝ スタンバイモード 

 
6) TONE キー 
トーン・オシレータを有効にするために押し続
けてください。周波数、レベルとルーティング
はセットアップ・メニューから行います。セッ
トアップ中は、LCD画面の右上にチェックマー
クが表示され、オプションの選択、パラメータ
の選択に TONEキーが機能します。 

 
7) トラック・アーム LED 
青い LED が点灯してそれぞれのトラックで 1
つ以上の入力からルーティングされているこ
とを示します。 

 
8) レベルメーター LED 

13セグメントの LEDにより 8トラック分のレ
ベルを dBFSで表示します。メータリングバリ
スティクスやピークホールドタイムはセット
アップメニューから設定します。 
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9) INPUT選択キー 

INPUT キーを押すと、トラック設定画面に入
ります。ここでトラックアーム設定と 12 トラ
ック全メーターを見ることができます。お
STOPキーを押しながら INPUTキーを押すと
入力ルーティングメニューに入ります。STOP
を押しながら INPUTを何回か押すとファクト
リーセッティングとカスタムルーティングを
巡回します。 
 

 
10) POWERキー 
ユニットの電源を入れるには、PWRキーを約 1
秒間押し続けます。電源を切るには約 1 秒間
POWキーを押し続けます。 
 
 

11) 電源・充電 LED 
788T の電源が入っていて使用可能な状態で点
灯します。オンボードバッテリーの充電状態を
点灯で示します。 
 
 

12) ヘッドフォン出力ピーク LED 
ヘッドフォンアンプのオーバーロードを示し
ます。LEDが点灯したらヘッドフォンレベルを
下げてください。 
 
 

13) HDD キー 
キーを押すとテイクリストとドライブディレ
クトリに入ります。テイクリストからすべての
ストレージメディアのメタデータを閲覧、編集
できます。ドライブディレクトリからは、ファ
イルとフォルダを参照できます。フォルダやフ
ァイルのプロパティを参照して再生するファ
イルを選択できます。 
再生するために選択したメディアはルートレ
ベルページ左側に示されます。HDD キーを押
し続けると有効なメディア間を移動できます。
メディアが１つの場合は移動できません。セッ
トアップメニュー内において HDDキーは選択
やパラメータを下移動に使用されます。 
 
 

14)  巻戻し(REW)キー 
再生中か再生一時停止中に巻き戻し(REW)し
ます。一時停止中は LCDの A-timeが点滅して
います。リバース・プレイバックの速さは押し
続けると増加します。停止中（LCDのファイル
ネームが点滅）は、録音フォルダ（デイリフォ
ルダかメインフォルダ）の前の録音ファイルを
選択することができます。 
 
 

15) Play キー 
LCDに表示されているファイルを再生します。
録音後、すぐに押すと最後に録音されたファイ
ルを再生します。 

 
16) 早送り(FF)キー 
再生中か再生一時停止中に早送り(FF)します。
一時停止中はLCDのA-timeが点滅しています。
ファスト・フォワードの速さは押し続けると増
加します。停止中（LCDのファイルネームが点
滅）は、録音フォルダ（デイリフォルダかメイ
ンフォルダ）の次に録音されたファイルを選択
することができます。 
 
 

17) LCDバックライトキー 
キーを押すと、LED メーターの表示を View1 
(Track C-F)と View2(TrackG,H,X1,X2)の間を
切り替えます。キーを押しながらロータリース
イッチを押すと、バックライトを ON/OFF し
ます。キーを押しながらマルチファンクショ
ン・ロータリースイッチを回すと LED の明る
さを調整できます。セットアップ中のこのキー
は、キャンセルや EXITの役割になります。 
 
 

18) メディアアクティビティ LED 
記録メディアの動作中に点灯します。IN（内蔵
HDD）、CF（コンパクトフラッシュ）、EX（外
部 FireWireデバイス）。緑の LEDが点灯して
いるとメディア使用可能。黄の LED が点灯す
ると記録メディアの読込、書込中か、コンピュ
ータからアクセス中です。メディアの記録可能
な時間が 1分以下だったり、ドライブリペア・
ユーティリティ実行中は赤く LED が点灯しま
す。 
 

19) 停止／一時停止 キー 
録音を停止するにはこのキーを押し続けます。
再生モードでこのキーを押すとプレイ・ポーズ
となり、FFキーや REWキーを押すと早送り・
巻き戻し動作となります。一時停止からこのキ
ーを押すとプレイ・ストップモードとなり、FF
と REWキーで再生するためのファイル選択が
可能となり、選択されたファイル名称と時間表
示が点滅します。もう一度このキーを押すとプ
レイバックモードから抜けます。 
ストップモード中にこのキーを押すと LCD に
次に録音されるファイルネームが表示されま
す。セットアップ中にこのキーを押すと、メニ
ューから抜けてメインディスプレイに戻りま
す。 
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フロントパネルの詳細（続き） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
20) 録音キー 
このキーを押すと録音します。788Tは録音に特化した機器です。このキーを押すと、ファイル動作を除
いて他の全ての機能を停止して録音を開始します。788Tが録音中は録音キーが赤く点灯します。選択さ
れた録音メディアが新しくファイルを書込めない場合には、録音キーは録音が開始されるまで赤く点滅
します。 
録音中にこのキーを押すと、セットアップで設定された動作（キューマーカー、新しく次のファイル名
で録音）します。 
 

21) 録音 LED 
レコード・モードに入っていると赤く点灯します。 
 
 
 

パネル・ロック 
 
LCDバックライトを押しながらトーンボタンを押すと、フロントパネル・ロック画面が表示されます。ボ
タンロックにより、録音設定やステータスを不意に変更してしまうことを防ぎます。788Tには、ボタンロ
ック可能な選択肢が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
ボタンロックには３つのモードがあります。 
 
● Unlocked － 全てのボタンにアクセス可能で通常操作となります。 

 
● Non-Transport Lock － フロントパネルコントロールパネルは、録音、停止、再生、REW、FFを除
きすべてロックされます。 
 

● Lock All － フロントパネルコントロールパネルは、録音キーを除いて全てロックされます。録音キー
はユーザーがこのモードに入った後、新たな録音を開始でき、キューマーカーも入れられます。この
モードから録音を停止するにはパネルロックを解除して停止キーを押さなければなりません。 
 

任意のボタンロックモード
をソフトキーにより有効に
してください。 
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背面パネルの詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) USBキーボード入力 

USB-AタイプのメスコネクターはUSBキーボ
ードと CL-8 オプション用です。キーボードか
ら 788Tをリモートコントロール、メタデータ
の入力が可能です。 
 
 

2) C.Link In/ Out 
6ピンモジュラー(RJ-12)コネクター。電話ジャ
ックではなく、CL-1 キーボード・リモートイ
ンターフェースの接続部です。 
 
 

3) コンパクトフラッシュ・スロット 
ラベルを上にしてコンパクトフラッシュを挿
入します。Type-Iと Type-II、マイクロドライ
ブが使用可能です。8 トラック以上を録音する
場合は、高速書込み可能な UDMA カードの使
用をお勧めします。 
 
 

4) バッテリー装着 
Sonyの InfoLithium Lシリーズバッテリーが
装着できます。またこの使用に応じたバッテリ
ーが使用できます。1500mAh から 7000mAh
までの大容量を使用できます。 
 

5) 多機能 DB-15コネクター 
Dサブ 15 ピンコネクターには、AES3 入力の
1-8、 AES3 出力 5-6、ロジック IN/OUTがあ
り、アナログとデジタル入力の両方を同時に使
用可能です。 
それぞれの AES 入力においてサンプルレート
コンバータが使用できます。セットアップメニ
ューで 
REC: SYNC SOURCE を Internalに設定して
ください。 
AES入力は AES42 MODE1 をサポートし、デ
ジタルファンタム電圧 10V を供給します。 
 
 

6) セキュリティ スロット 
Kensington と互換性を持つ、セキュリティス
ロット仕様です。コンピューターロックと互換
性があり、固定物にレコーダーを留めておきま
す。 
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右側面パネルのコネクターと操作部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) 多機能ロータリースイッチ 
セットアップメニューで、ロータリースイッチ
はメニュー選択の間でスクロールします;プッ
シュすると、選択に入るか、データに入ります。
録音と再生モードでは、ヘッドフォンモニター
ソースを選択します;プッシュアクションは、ユ
ーザーが選択できます。LCDバックライトキー
を押しながらノブを回すと、LED点灯の明るさ
調整をすることができます。 
 

 
2) TA3 アナログ出力 1-4 
アクティブ・バランスのアナログ出力 1-4。プ
ログラムソースとレベルのアッテネーション
はユーザーセレクト可能です。PIN1 GND、
PIN2 (+)、PIN3(－)。アンバランス入力に接続
するときには PIN3は接続しないでください。 
 

 
3) Fire Wire 800 (IEEE-1394b) ポート 
内蔵 HDDとコンパクトフラッシュへアクセス
するためにコンピュータ（Mac OS、Windows）
へ接続します。また、FAT32でフォーマットさ
れた FWデバイスへダイレクト録音、コピーす
るために接続します。 
 

 
4) Fire Wire 400 (IEEE-1394a) ポート 
内蔵 HDDとコンパクトフラッシュへアクセス
するためにコンピュータ（Mac OS、Windows）
へ接続します。また、FAT32でフォーマットさ
れたFWデバイスへダイレクト録音したりコピ
ーするために接続します。 
 

5) USB-B ポート 
内蔵 HDDとコンパクトフラッシュへアクセス
するためにコンピュータ（Mac OS、Windows）
へ接続します。 
 

6) Sync入力 
この BNC はワードクロック用に外部のビデオ
シンクかワードクロックレファレンスへ接続
されます。32kHz から 48.048kHz までのワー
ドクロックと NTSC, PAL, Tri-level ビデオ信
号に同期します。 
 

7) 外部 DC入力 
10 – 18 ボルトの DCによる電源とリチウムイ
オンバッテリーの充電を行います。ヒロセ４ピ
ンコネクターは PIN1が GND、PIN4プラス、
PIN2 と PIN3 は使用していません。充電に関
してはセットアップメニューで設定します。 
 

8) ヘッドフォン出力 
1/4インチと 3.5mmの TRSステレオヘッドフ
ォンコネクター。8～1000 ohmまでのヘッドフ
ォンを高レベルでドライブします。Tip=左、
ring=右、sleeve=グランド。 
 

9) アナログ出力 5-6 
アンバランスの 3.5mm TRSステレオコネクタ
ー。プログラムソースとアッテネーションレベ
ルはユーザー設定可能です。Tip=左、ring=右、
sleeve=グランド。 
 

10) AES3出力 1-2 と 3-4 
トランスフォーマ・バランス AES3デジタル出
力の 1-2 と 3-4。プログラムソースはユーザー
設定可能です。 
 

11) タイムコード・マルチピン 
タイムコード入力、出力の 5 ピン LEMO コネ
クター 

 
12) ワードクロック出力 

788T のサンプリング周波数上のワードクロッ
ク出力を供給します。 
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左側面パネルのコネクターと操作部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) XLR アナログ入力チャンネル 1-4 
アクティブバランスのアナログマイクロフォ
ン／ライン入力 XLR コネクター 1-4。入力の
種類はセットアップウィンドウで設定します。
PIN1はグランド、PIN2 (+)、PIN3 (－)。 

 
2) TA3 アナログ入力チャンネル 5-8 
アクティブバランスのアナログマイクロフォ
ン／ライン入力 5-8。入力の種類はセットアッ
プウィンドウで設定します。PIN1はグランド、
PIN2 (+)、PIN3 (－)。 

 
3) ヘッドフォン・ボリューム 
ヘッドフォン音量の調整をします。ノート：
788T は耳に障害を起こす大音量を出力するか
もしれません。注意してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

LCDディスプレイの詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) バッテリー電圧レベル表示 
リムーバブル・末弟リーか外部電源ソースの電
圧レベルを表示します。外部電源があるときバ
ッテリー使用から切り替わります。相対的なレ
ベルを示すグラフと、正確にしめす数値表示が
あります。 
 
 
 

2) ファイルネーム表示 
録音中または再生中のファイルネームを表示
します。プレイ・ストップモードでは、ファイ
ルネームが点滅して FFキーまたは REWキー
により現在のディレクトリにおいてファイル
選択することができます。 
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3) 絶対時間(A-Time) 表示 
ファイルの録音、再生の経過時間を、時、分、
秒、1/10秒で表示します。A-Timeとタイムコ
ードの２つのどちらかがラージモードで表示
されているとき、任意の片方を大きく変更する
ことができます。録音中に表示をリバースか点
滅に設定することができます。プレイバック・
ポーースモードでは点滅します。 
 

4) CUEマーカー表示 
レコードモードでは、CUE マーカーがセット
されたときに表示されます。マーカーは録音キ
ーが押されると設定されます。（オプションは
セットアップメニューで選択されていなけれ
ばなりません。）プレイバックモードではファ
イルの中でポイントに達すると数値で表示し
ます。 
 

5) サンプルレート表示 
録音サンプルレートを表示します。再生中はフ
ァイルのサンプリングレートを示します。 
 

6) 時間と日付の表示 
788T の時間と日付を交互に表示します。この
情報は録音されたファイルに記録されます。 
 

7) 外部デジタルクロック表示 
788T で同期可能な外部シンクソースを表示し
ます。シンクリファレンスはセットアップメニ
ューで選択可能です。表示は現在有効なシンク
ソースとなります。D = digital input、W = 
word clock, V = video 表示は有効なワードク
ロックソースへレコーダーが同期成功された
ことを現在示します。 

 
8) メディア・ディスクリプト 
録音用にセレクトされた記録メディアには、ア
スタリスク・マークが記録メディアの前に表示
されます。録音モニタリング、再生、ファイル
ディレクトリの表示用に、メディア・ディスク
リプトはハイライト表示されます。 
 

9) コンパクトフラッシュ・ステータス 
（空き容量／レコード・レディ） 
バーグラフはコンパクトフラッシュの録音残
量を表示します。時間と分表示は、現在の録音
設定（ビット・サンプリング周波数、録音トラ
ック数）から換算されます。 
 

10) 内蔵ハードディスク・ステータス 
（空き容量／レコード・レディ） 
バーグラフは内蔵ハードディスクの録音残量
を表示します。時間と分表示は、現在の録音設
定（ビット・サンプリング周波数、録音トラッ
ク数）から換算されます。 
 

11) 外部メディア・ステータス 
（空き容量／レコード・レディ） 
外部メディアが装着されていない時は、表示に
ダッシュ・ラインが表示されます。 
バーグラフは外部 FireWire ボリュームの録音
残量を表示します。時間と分表示は、現在の録
音設定（ビット・サンプリング周波数、録音ト
ラック数）から換算されます。 
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12) タイムコード表示 
停止中と録音中、ジェネレータか 788Tに入力
されたタイムコードを表示します。再生中はフ
ァイルの情報を元にタイムコードを表示しま
す。もしファイルに TC情報が無ければ、ダッ
シュ・ラインが表示されます。タイムコード表
示と A-TIME はユーザーメニューにより交換
することができます。 
 

13) ヘッドフォンソース表示 
ヘッドフォン出力用の音源を表示します。音源
と選択順位はセットアップメニューで選択す
ることができます。 
 
 
 
 
 
 

14) タイムコードレート 
設定されたタイムコードフレームレートを表
示します。もしファイルが TC情報を持つ場合
は、再生時にフレームレートが表示されます。
もし接続された外部タイムコードと 788Tの設
定が異なる場合は、タイムコードレートが点滅
します。 

 
15) ビット表示 
録音ビットを示します。再生ではファイルのビ
ットを示します。 
 

16) メータートグル 
ソフトキーの VU (LCD) を押すと、VU1 と
VU2 の表示を切り替えます。VU1 はトラック
C,D,E,F を LED メーターの右側に表示します
Ｌ。VU2はトラックの G,H,X1,X2を表示しま
す。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
16) 入力レベル 
入力ゲインが調整されるとき、その入力ゲイン
が dB で表示され隣のチャンネルを調整する目
安になります。入力調整の関係は、1,2 / 3,4 / 5,6 
/ 7,8 と規定されており変更できません。隣の
入力はセットアップでリンクされない限りリ
ンク、グループされることはありません。MIC
入力ゲインは、0dB～76dB 、LINE ゲインは
－25dB～50dB、デジタル入力ゲインは－25dB
～50dB。 
 
 

17) ヘッドフォンゲインレベル 
ヘッドフォンレベルが調整されるとき、ゲイン
レベルが dB表示されます。 

 
18) スレートマイクゲイン(CL-8のみ) 
スレートマイクゲインは、－46～6dB まで 1dB
ステップで調整できます。CL-8の SLATEキーを
押しながらロータリースイッチを回してくださ
い。 
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入力設定画面の詳細 

 
入力ゲイン画面にアクセスするには、入力セレクタースイッチを任意の入力ポジションで押します。入力
セレクタースイッチを左へ押すと奇数ナンバー入力、右へ押すと偶数ナンバー入力を選択します。入力セ
レクタースイッチを離すと元画面に戻ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) 入力タイプ 
ハイライト選択が現在の入力タイプです。入力
タイプはMic, Line, Digital から各チャンネル
それぞれで選択できます。MENU キーで入力
タイプをセレクトできます。 
 

2) 入力ゲイン表示 
入力ゲインは選択された入力を dB 表示します。
もしCL-8が接続されるか、メニューの INPUT: 
FRONT PANEL CONTROLS がフェーダーに
設定されると、TRIMと FADERのレベルが交
互に表示されます。ポッドがフェーダーに設定
した時、TRIMゲインはロータリースイッチで
調整できます。ロータリースイッチを押すと、
ハイ・パスフィルターと TRIMゲインの調整を
交互に切り替えることができます。 
 
 

3) 選択中の入力 
選択された入力ナンバーが表示されます。 
 
 

4) ヘッドフォンモニター・ホールド表示 
入力選択スイッチを 5秒以上トグル・ホールドす
ると PFL ソロになります。PFL ソロを抜けるに
は他の入力選択スイッチを操作するか、マルチフ
ァンクション・ロータリースイッチを回してくだ
さい。PFL 機能はメニューの INPUT: PFL 
FUNCTIONが ebabledに設定されるとき有効で
す。 
 
 
 
5) ハイパス・フィルタ 
ハイパス・フィルタの状態とカットオフ周波数
を表示します。ハイパス・フィルタはマルチフ

ァンクション・ロータリースイッチで制御しま
す。 
 
 

6) ファンタム電源 
ハイライト選択は、選択中の入力に関するファ
ンタム電源(48v)の状態を示します。TONE キ
ーを押すことでファンタム電源の ON/OFF が
可能です。 

 
7) インプット・リミッター 
ハイライト選択が、選択された入力に関するリ
ミッターの状態を示します。HDDキーか REW
キーを押すことでリミッターの ON/OFF が可
能です。 
 

8) トラックルーティング 
選択された入力がアサインされているトラッ
クをハイライト選択で示します。トラックアサ
イン・モードに入り、出るには、PLAYキーを
押してください。 
 

9) インプットMUTE 
設定されると入力はミュートとなってトラッ
クへ送られなくなります。FFキーでMUTEの
ON/OFFを設定できます。 
 
 

10) ポラリティ 
選択された入力の位相反転を、ハイライト選択
で示します。LCDバックライトキーで位相を変
更できます。 
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11) パン・コントロール 
選択された入力がステレオ・ペアリンクされて
いれば、奇数ナンバーがゲイン、偶数ナンバー
がステレオイメージを表示します。 
 
 
 

12) チャンネルの電源オフ 
入力ゲイン・ポットがスイッチオフになってい
るとき、入力設定画面にはアクセスできません。 

 
 
 

 
トラック設定画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) トラック・アーム表示 
トラック名の隣にアスタリスク（＊）が表示され
ると録音レディ状態です。ロータリースイッチで
カーソルを移動させて（上図では Gトラック）ト
ラックを選択し、ロータリースイッチを押すとト
ラックアーミングの ON/OFFが切り替わります。 
 
 
2) トラック・レベルメーター 
12 トラックすべてのレベルを監視することがで
きます。メニューで設定されるメーターの指示特
性は、LEDメーターと同じ動きを示します。 

 
3) マスター・ゲインレベル 
PLAY キーを押すと、マスターレベル画面に入り
ます。 
 
4) VUトグル 
ソフトキーの VU (LCD) を押すと、VU1と VU2
の表示を切り替えます。VU1はトラック C,D,E,F
を LEDメーターの右側に表示しますＬ。VU2は
トラックの G,H,X1,X2を表示します。 
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メーターゲインレベル画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) L/R メーター 
LトラックとRトラックのレベルをリアルタイム
に表示。 
 
 
2) AUXメーター 
X1トラックとX2トラックのレベルをリアルタイ
ムに表示。 
 
3) L/R マスターゲイン 
ソフトキー L/R (REW) を押すと、L/Rトラック
のマスターゲインコントロールを選択します。ゲ
インはロータリースイッチにより 0～－60dB を
1dBステップで変更できます。ロータリースイッ

チを押すと 0dBにリセットされます。 
 
 
4) トラック 
ソフトキーの Tracks (PLAY) を押すと、トラック
設定画面に戻ります。 
 
 
5) AUXマスターゲイン 
ソフトキーの AUX (FF) を押すと、AUXトラッ
クのマスターゲインコントロールを選択します。
ゲインはロータリースイッチにより 0～－60dB
を 1dBステップで変更できます。ロータリースイ
ッチを押すと 0dBにリセットされます。 

 
 
テイクリストの詳細 

 
テイクリストを表示するには、HDDキーを押すか、セットアップメニューの FILE: VIEW TAKE LIST
を実行してください。Take Listからすべてのストレージのメタデータを閲覧、編集が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) 現在／最後のテイク 
＊マークは現在録音中のファイルか最後に録
音されたテイクを示します。 
 
 
 
 
 
 

2) Next Take 
ｎが表示されたファイルは次に録音されるフ
ァイルネームです。n ファイルがハイライトさ
れている状態で、録音される次のファイルのシ
ーンやテイクを増減したりノートを記述でき
ます。 
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3) テイクネーム・コラム 

Firmware 1.5 以降の 788T で録音されたテイ
クの順番を示す部分です。 
 

4) 次のファイルの置き場 
次に録音されるファイルの置かれるフォルダ
が表示されます。 
 

5) 追加のファイル情報 
マルチファンクションロータリースイッチを
押すと、追加ファイル情報が切り替わります。
情報は、タイムコード開始スタンプ、ファイル
が作成された時間、日付、シーンねむ、ファイ
ルが格納されているドライブ、フォルダです。 
 
 

6) DRV (ドライブディレクトリ) 
ソフトキーの Drive (HDD) キーを押すと、ド
ライブディレクトリ（ファイル閲覧）に入りま
す。 
 

7) リネーム 
ソフトキーの RENAME(REW)キーを押すと、
ファイルやメタデータの変更画面に入ります。 
 

8) エディット 
ソフトキーの EDIT(PLAY) キーを押すと、テ
イク編集メニューに入ります。このメニューか
らノートの記述や関連するファイルの閲覧、編
集をいつでも行うことができます。エディット
内容：Notes, Rname, Circle, Project, Scene, 
Take, Tape(Roll), Set/Clear Copy, 
Delete(Trashへ移動), Rename Track 
 

9) ノート 
ソフトキーの NOTES (FF) キーを押すと、ノ
ートフィールドに入ります。 
 

10) X 終了(Exit) 
ウィンドウを終了します。 
 

           次に録音されるファイル(n) がハイライトされた状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
11) Take +/－ 
n のついたネクストテイクがハイライト状態の時、
ソフトキーの Take +/－(REW) キーを押すと、テ
イクの増減オプションに入ります。 
 

12) Scene +/－ 
n のついたネクストテイクがハイライト状態の時、
ソフトキーの Scene +/－(FF) キーを押すと、シ
ーンの増減オプションに入ります。 

 
           11番の TAKE +/－ が選択された状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13) Take － 
Take +/－ が選択された時、Take－(REW)キーを
押すとテイク番号が減少します。Take－で、最後
に録音された名前に一致した場合は、フェールス
テイクフォルダへ移動するか質問されます。 
 
14) Done 
ソフトキーの DONE(PLAY) キーが押されると、

録音される次のテイクの増減設定が決定されま
す。 
 
 
15) Take + 
Take +/－が選択されると、ソフトキーの
Take+(FF) キーでテイク番号が増加します。 
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          12番の SCENE+/－ が選択された状態 
 
 
 
 
 
 
 
 
16) Scene－ 
Scene +/－が選択されると、ソフトキーの Scene
－(REW) キーでシーンが減少します。 
 
 
 
 

17) Scene + 
Scene +/－が選択されると、ソフトキーの
Scene+(FF) キーでシーンが増加します。シーン
の増減する値はアルファベットか数字のどちら
かで、メニューで設定できます。 
REC: SCENE INCREMENT MODE 
 

 
 
ドライブディレクトリ(File Viewer) 

 
ドライブディレクトリに入るには、ソフトキーの DRV (HDD) キーを、テイクリスト画面で押してくださ
い。メイン画面から HDDを 2回押すとドライブディレクトリが迅速に表示されます。テイクリストへ戻
るには、ソフトキーの TK (HDD) キーを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) ルートディレクトリ 
ルートディレクトリへ迅速に移動します。ルート
ディレクトリからメディア間やドライブファン
クションにアクセスできます。 
 
2) ディレクトリパス 
現在表示しているファイル、ディレクトリのパス
を表示します。 
 
3) ファイル選択 
ロータリースイッチを回して POLY ファイルと
MONO ファイルをスクロールします。ハイライ
トされたファイルはプロパティと追加情報が表
示されます。PLAY ボタンを押すとファイルを再
生します。 
 
 
 

4) 追加ファイル情報 
現在選択されているファイルの追加情報が表示
されます。情報はファイル情報切替(6)により状態
を変更できます。 
 
5) 時間と日付 
ハイライトされたファイルの作成された時間と
日付を表示します。 
 
6) ファイル情報切替 
追加情報表示フィールド(4)で、ファイル情報の表
示を切り替えます。 
BEG=タイムコードの開始時間 
LEN=ファイルの長さ、USR=ユーザービット、 
FPS=フレーム／秒 
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7) ファイルサイズ 
現在選択されているファイルサイズ 
 
8) テイクリスト 
押すとテイクリストへ表示を切り替えます。 
 
9) ファイルプロパティ 
ハイライトされたファイルのサンプリングレー
トとビット、チャンネル数を表示します。 
 

10) コピーフラグ状態 
コピーフラグの状態を表示。チェックマークされ
たファイルはコピーフラグが設定されています。 
 
11) X 終了(Exit) 
ウィンドウを終了します。 
 
 
 

 
ルートディレクトリが選択された時の状態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
              
12) メディア選択 
ドライブファンクションを実行するか、メディア
内容を表示するために任意のドライブをハイラ
イトしてください。 
 
13) 空き容量 
ハイライトされたメディアの空き容量を示しま
す。 
 
14) メディア容量 
ハイライトされたメディアの全容量を示します。 
 

15) ドライブオプションメニュー 
ソフトキーの OPTION (FF) キーを押すと、ドラ
イブオプションメニューに入ります。メニューで
は以下の項目が表示されます。 Rename, 
Set/Clear Copy Flags, Emtpy Trash, 
Erase(Format) 
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入力設定と操作 

 
788Tは、８つの入力と８つの録音トラックを備えています。入力は、アナログまたはデジタルソースを選
択できます。アナログ入力 1-4は XLRコネクタを使います。アナログ入力 5-8は TA3接続を使います。
デジタル入力の AES3入力 1-8は DB-15（D-SUB）コネクタです。 
 
 
アナログとデジタルの入力は同時に使用することが可能です。 

 
ゲインはフロントパネルのゲインボリュームでコントロール可能です。ゲインポットをスイッチオフ位置
にするとミュートとなり、アナログ回路の電源を切ることでバッテリー寿命を延ばすことができます。ゲ
インポットを半時計方向に回しきるとスイッチオフ位置となります。入力設定画面にアクセスするために
は、入力がトラックへアサインされる状態になるように入力ポットがアクティブな位置でなければなりま
せん。 
 
入力設定画面 

 
入力設定画面で、次の設定を確認、変更することができます。 
● 入力タイプ 
● ファンタム電源 
● 入力ゲイン 
● ハイパスフィルター 
● 入力ゲイン(Trim & Fader) 
● 入力リミッター 
● ポラリティ（位相） 
● 入力ミュート 
● 入力ルーティング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
入力設定画面に入るには、フロントパネルの入力セレクタースイッチを倒してください。スイッチを短時
間操作すれば入力設定画面がラッチ（固定）されます。スイッチを長くホールドすると、画面が固定され
ないので、スイッチから手を離すと同時にメイン画面に戻ります。画面のラッチ状態から戻るには、入力
セレクタースイッチを倒すか、他のチャンネルの入力セレクタースイッチを倒してください。 
 
入力設定画面では、画面中央に選択された入力ナンバーが表示されます。選択されたチャンネルはヘッド
フォンでソロモニターされます。メニューの INPUT: PFL FUNCTIONで disableにすれば、ソロモニタ
ーしない設定も選べます。 
 
入力セレクタースイッチが 5 秒以上ホールドされると、“Hold”文字が表示されます。ソロに選ばれた入
力は、他のヘッドフォン入力が選択されるか、ロータリースイッチか入力セレクタースイッチで他のヘッ
ドフォン入力が選択されるまでヘッドフォンでモニターすることができます。入力セレクタースイッチが
リリースされると 788Tは前の表示画面へ戻ります。 
 
 
選択された入力がステレオリンクされていれば、両方の入力がヘッドフォンにソロモニターされます。 
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入力タイプ 
 
Mic, Line, Digital のどれかがMENUキーで選択され、入力設定画面に表示されます。 
 

 
 
 
 
 
 

 
ファンタム電源 
ファンタム電源(48V)は、８つのすべてのアナログ入力にかけることができます。ファンタム電源の ONか
OFFは、入力設定画面で TONEキーを押すことで変更できます。 
 
 
ファンタム電源はマイクとラインのどちらにも使用できます。マイクロフォンでライン入力を使用するこ
とでコンサート録音のような高い SPL環境にも対応できます。ラインレベルで出力される機器を接続す
る際にファンタム電源がオフになっていることを確認してください。 

 
 
ハイパス・フィルタ（MIC入力のみ） 
 
MIC 入力のハイパス・フィルタは低い周波数の感度を減衰させます。ロータリースイッチを押すことで、
ハイパスフィルターの ON/OFFを変更できます。ロータリースイッチを回すことで、40から 320HZまで
10HZステップで変更できます。 
 
 
セットアップメニューにて、ハイパスフィルタのかかった全てのチャンネルに対して、6dB から 12dB
のフィルタースロープを設定することができます。 

 
 
入力ゲイン 
入力ゲインレベルは入力設定画面に表示されます。CL-8 を接続している状態か、メニューの INPUT: 
FRONT PANEL CONTROLSをフェーダーに設定している場合は、画面に Trimと Faderの両方のレベ
ルが交互に表示されます。メニューでフェーダーに設定している時（CL-8無し）は、Trim レベルはロー
タリースイッチで調整できます。ロータリースイッチを押すと、ハイパスフィルタとフェーダーの調整を
交互に変更できます。 
 
 
入力リミッター 
アナログ入力には、入力オーバーロードを防ぐためのアナログ/DSPハイブリッドリミッターを持ちます。
通常のゲイン設定において、リミッターが効くことはまずありません。プリアンプのアナログ入力段に大
きな入力信号が不意に入ったときリミッターは動作します。リミッターが効くと入力アクティビティ LED
が黄色に点灯します。入力リミッターはマイクとライン入力の両方に使用できます。インプット設定画面
において、HDD キーを押すとリミッターの ON/OFF 設定ができます。788T はユーザーの要求に対応で
きるように、Threshold、Knee、Recovery設定の調整を提供します。 
 
リミッタースレッショルドは、リミッターがかかる最大ピークレベルの調整です。このスレッショルドよ
り大きな音は減衰されます。スレッショルドはセットアップメニューの INPUT : LIMITER 
THRESHOLDで -12 ～ -2dBFSの範囲、0.1dBステップで調整できます。 
 
リミッターリカバリーは、ピークリミットが機能してから元のゲインへ戻る時間を設定します。スピーチ
では短いリカバリー時間が良い結果になりますが、低周波歪みを伴います。リカバリータイムはセットア
ップメニューの INPUT: LIMITER RECOVERY で、50msecから 200msecまで調整できます。 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

22    

 

 
INPUT : LIMITER KNEEは、ハードかソフトの選択ができます。ハード・ニーはスレッショルドレベル
を超えたピークだけを減衰し、スレッショルド以下にはまったく影響しません。ソフト・ニーはテープサ
ウンドのような緩やかな効き目でスレッショルドに達する約 6dB前から徐々に働きます。 
 
入力リンキング設定により、複数入力はリンク、グループを組むことができます。これはステレオソース
やサラウンドソースの録音作業に最適です。 
 
 
ポラリティ（位相） 
ポラリティ・インバージョン（フェーズ・リバースとも呼ばれます。）は、アナログとデジタルの両方で適
用かのうです。デュアルマイクが逆相だったり MSマイクの左右が逆だったりと、バランスケーブルの配
線ミスなどに対応することができます。LCDバックライトキーを使用して極性を変更することができます。 
 
 
入力ミュート 
ミュートするには、ソフトキーのMute (FF) を押してください。ミュートされると画面のMute文字が点
滅し、インプットアクティビティリング LED が赤く点灯します。ミュート機能は入力ゲインレベルを変
更することなく無音にすることができ、ルーティングされているすべてのトラックやヘッドフォンモニタ
ーを無音にすることができます。一時的に入力が必要ないけれども、すべてのレベル設定を行いたいとい
った場合に便利な機能です。 
 
 
トラックルーティング 
トラックルーティングは、選択された入力のトラックルーティング状態を迅速に確認したり編集するもの
です。ハイライト表示のトラックが現在ルーティングされているトラックとなります。録音するためには、
トラック設定メニューでアームされていなければなりません。 
 
 
アナログ入力 

 
XLRコネクターのアナログ入力 1-4 と TA3のアナログ入力 5-8 が主要なレコーダーへの入力です。これ
らはバランス信号とアンバランス信号のマイク・ラインレベル信号を入力可能です。ゲインはフロントパ
ネルのポテンショメータで制御可能です。 
 
 
入力リンキング（Stereo or MSデコード） 

 
入力 1-8 はリンクされた中で同じゲインが保たれるようにリンク、あるいはグループを組むことができま
す。リンク、またはグループされた入力は、１つのゲインポテンショメータを使用してミュート、アン・
ルートさせることができます。入力タイプ、リミッター、ファンタム、HPFなどの機能もリンクされます。 
 
隣り合う入力はステレオペアのように、1-2, 3-4, 5-6, 7-8といった形でリンクされます。リンクされると
奇数チャンネルのポテンショメータは信号レベルの調整に、偶数チャンネルのポテンショメータはステレ
オ信号の左右バランス調整になります。 
 
MS ペアとしてリンクされると、入力は MS ステレオでコードされます。ゲインとバランスは上のステレ
オリンクと同様の働きとなります。奇数入力はMid信号、偶数入力は Side信号です。 
 
リンクされたとき、入力選択スイッチはヘッドフォンモニターへリンクペアでソロになります。例えば、
入力１と２がステレオペアでリンクされていて、入力ソロスイッチが押されると、ヘッドフォンモニター
は左モニターに入力１、右モニターに入力２がモニターされます。 
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CL-8が接続されるか、メニューの INPUT: FRONT PANEL CONTROLSでフェーダーに設定されると、
奇数フェーダーがリンクチャンネルのレベルコントロールとなり、偶数フェーダーは無効になります。 
 
 
もし、MS ステレオリンクされているとトラックとヘッドフォンに L/R ステレオ信号を送ります。MS
ディスクリート録音するには、MSリンクせず、ヘッドフォンモニターでMSモニターしてください。 

 
 
デジタル入力 

 
788Tは AES3 (AES/EBU) バランス信号と AESidアンバランスデジタル信号を、プロフェッショナル・
コンシューマフォーマットのいずれも DB15 コネクターで受け入れます。788T はデジタル信号の種類を
自動的に検知して調整します。デジタル入力ゲインはフロントパネルのポテンショメータで調整できます。 
 
デジタル入力を使用するには、入力設定画面にある入力タイプをデジタルに設定しなければなりません。
デジタル入力信号はペア信号を含んでいますが、788T はペアの１つを１入力として扱うことができます。
例えば、MICか LINEの１とデジタル入力の２を選択することが可能です。 
 
デジタル入力からの録音中、オーティオクォリティが低下しないように、デジタル入力信号が同期してい
るクロックソースに 788T のサンプルクロックを同期させることが重要です。同期を取る最もシンプルな
方法は、デジタル信号に埋め込まれているクロックからサンプルクロックを788Tへ同期させることです。 
同期する簡単な方法は、デジタル信号に組み込まれているサンプルクロックを利用することです。 
Rec: Sync Reference Setup メニューに入り、デジタル入力ペアへシンクソースを設定してください。 
 
選択されたデジタル入力信号にロックした時、LCD ディスプレイに、“Ｄ”が表示されます。もし入力ア
クティブリング LED が点滅したら、デジタル入力がセレクトされたがデジタルクロックとして受取るに
は無効(no valid)だったことを示します。 
 
 

AES42 デジタルマイクロフォン 
 
788Tは Schops CMD-2Uのような AES42規格のデジタルマイクロフォンと互換性を持ちます。DIGITAL 
INPUT : AES42 POWERを Enabledに設定すると、デジタルファンタムパワーの+10Vを供給します。
マイクロフォンのゲインは 788T のフロントパネルゲインノブで調整できます。ゲイン調整は 788T のデ
ジタル領域で行われます。 
 
デジタルファンタムをアンバランスのデジタル入力へ供給すると、外部機器を損傷させる恐れがあります。 
 
788Tは AES42デジタルマイクロフォン信号のサンプルクロックに同期することができます。メニューの
REC: SYNC REFERENCE を相当するデジタル入力に設定してください。788Tがインターナルクロック
に設定されている場合は、入力された AES3、AES42信号はサンプルレートコンバートされます。 
 
AES42を使用するときの注意事項 

・ 788Tは４つの AES42ペアを接続できます。 
・ デジタル信号にインプット・リミッターはありません。 
・ 788Tは AES42 Mode1に対応し、Mode2は未対応です。つまり、マイクロフォンの種別、ス
テータス表示などのリモートコントロール用 AES42プロトコルは関知せず、AES42信号の伝
送だけを行います。 

・ 複数本の AES42マイクロフォンを使用する場合は、REC: SYNC REFERENCE を Intarnal
に設定してください。これは 788Tとデジタルマイクロフォンとの同期運用を確実にします。 
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インプット・ディレイ 

 
788Tのそれぞれのチャンネルでデジタルディレイが選択可能です。入力ごとのディレイタイムは、0.1ms
ずつ最大 30msまで設定可能です。それぞれの入力は、Input Delayセットアップメニューで設定されま
す。もし１つの入力が off になると、入力ディレイセットアップメニューに線が引かれます。マルチファ
ンクションロータリースイッチが押されるかチェックマークが選択されるまでディレイは設定できません。 
 
入力ディレイは異なるソースからの入力信号を時間軸上一列に並べるのに便利です。例えば、デジタルワ
イヤレス・マイクはプロセッシング・遅延を持ちます。その上全てのデジタルコンバート処理でも遅延が
生じます。 
 
インプットの無効化 

 
入力ゲインポットは、指定されたトラックへのアン・ルートと入力のミュートするために、オフポジショ
ンにすることができます。入力ゲインポットを反時計方向へ回して off にすると、入力がミュートされ、
関連する回路を停止し、バッテリー寿命を延長することができます。ミュートされると、ミュートになっ
ている入力の入力アクティビティ LED は消灯したままです。入力がスイッチ・オフのとき、入力選択／
SOLOスイッチは使用不能となります。一時的に入力をミュートさせ、ゲインレベル調整を変更したくな
い場合は、入力設定画面から Input Mute を使用してください。 
 
 
トラックへルーティング 

 
788Tは録音用トラックルーティングに柔軟性を持ち、どの入力からどのトラックへも割当てることができ
ます。複数の入力を１つのトラックへアサインしてモノラルミックスされた録音する、あるいはペアのト
ラックでステレオミックス録音することができます。トラックへのルーティング設定画面は、メニューか
ら入って行うか、入力設定画面から行うことができます。また、CL-8を接続していれば、L, R, X1, X2ト
ラックへのルーティングも可能です。 
 
トラック L、Rは常にポストフェーダーから送られます。トラック A～Hは常にプリフェーダーで、トラ
ック X1、X2はプリ／ポストのどちらから送るかを設定できます。CL-8未接続で、フロントパネルゲイン
が Trim コントロールになっていると、フェーダーレベルはユニティゲインに固定されています。トラッ
クは入力の行き先ですが、トラックへアサインされた音を録音させる設定、出力コネクターへアサインさ
せる設定があります。次の図は、入力からトラックへアサイン可能な組合せを示し、チェックマークとア
スタリスクｈ（＊）はファクトリーデフォルトを示します。 
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メニューからルーティング 

 
STOP キーを押しながら INPUT キーを押すと、次のメニューが表示されます。このメニューはセットア
ップメニューオプション INPUT: TRACK ROUTINGからもアクセスできます。 
 
 
 
 
 
 
続けて、STOP キーを押しながら INPUT キーを押すと、ルーティングメニューのプリセットを順々に切
替えることができます。これらのプリセットはファクトリー設定なので変更できません。最後の３つのプ
リセットは CUSTOM ROUTEです。ソフトキーの EDITを押すと、カスタムルーティングに入ります。
カスタムルーティングは入力からどのトラックへも自由にアサインできます。メニューでハイライトされ
た入力とトラックの組合せは白い文字で表示されます。8つの入力は左に見ることができ、12トラックは
右にあります。トラック X1と X2は Preか Postフェーダーでアサイン可能で、これらのトラックがハイ
ライト状態の時、PLAYキーで Pre / Post が切り替わります。 
 
カスタムルーティングの方法 
 
1. LCDディスプレイに INPUT TRACK ROUTING が表示されるまで、INPUTキー  を押してくだ
さい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2. ソフトキーの EDIT     を押し、任意の入力画面までスクロールしてください。 
 

3. ロータリースイッチか UP / DOWNキーで目的の INPUT－TRACKの組合せを選んでください。 
 

4. 選択された組合せはハイライト状態になり、ソフトキーの ASSIGNを押すかロータリースイッチでア
サインを決定できます。矢印マークに変更されることで、トラックにアサインされたとわかります。 
 

5. トラックがアサインされたら、同様の方法で次の組合せを設定してください。 
 

6. アサインを解除するには、アサインされている組合せをハイライト状態にしてから、ソフトキーの
UNASSIGN(LCDライト) を押すか、ロータリースイッチを押してください。 
 

7. トラック X1、X2は Preか Postフェーダーからアサインできます。PLAYキーを押すと、Pre / Post を
切替えることができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

8. アサイン設定を終えるには、ソフトキーの「チェックマーク」(Tone) を押してください。 
 

メニューを出るか選択

ルートを実行するため

に使用 
上下移動するため

の選択 

矢印はハイライト入力をハイライト

トラックへルーティング可能を示す 

入力アサインを外すた

めに使用 
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入力キーかメニュー選択に入るかどうかにかかわらず、ルーティングメニューから常にメイン画面へ出る
ことができます。 

 
 
入力設定画面からルーティング 

 
入力設定画面でのトラックルーティングは、選択された入力からのトラックルーティング状態が一目で把
握、編集することができます。ハイライトされたトラックは現在ルーティングされているトラックです。
録音するためには、トラック設定メニューでアームされていなければなりません。 
 
トラックアサインの編集方法 
 
1. 入力セレクタースイッチで、入力設定画面に入ります。下図は入力１が現在 Track Lへアサインされ
ていることを示しています。 
 
 
 
 
 
 
 

2. アサインを編集するには、PLAYキーを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. Track Lと Track Rへのルート／ルート解除は、REWキーと FFキーを押してください。Track A～ 
Track X2までのルート／ルート解除はロータリースイッチをしようします。アサインしたいトラック
までスクロールしてください。ルート／ルート解除はロータリースイッチを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 

4. Track X1と X2は Pre / Post フェーダーのどちらかへ設定できます。切替えるにはロータリースイッ
チを押し続けてください。Post フェーダー設定は、棒が上に表示され、Pre フェーダー設定は棒が下
に表示されます。 
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5. 下図は入力１が Track L, A, X1へルートされた状態です。変更内容は、メニューの input: track routing
セットアップメニューの「Edited」に保存されます。 
 
 
 
 
 
 
 

6. トラックルーティングを終了するには、PLAYキーを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. 新しいトラックアサインは入力設定画面で視覚的に確認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

CL-8からルーティング 
 
Track L、R、AUX1、AUX2 へルーティングする場合、CL-8を使用してすばやくルーティングすること
ができます。（詳細は CL-8コントローラの章で説明しています。） 
 
 
トラックアーミング 

 
788Tはアームされたトラックだけに録音します。トラックアーミングはトラック設定メニューで設定しま
す。788Tが録音するためには、少なくとも 1トラックがアームされていなければなりません。アームする
方法は… 
 
1. INPUTキーを押して、トラック設定メニューに入ってください。 

 
 
 
 
 
 
 

2. ロータリースイッチを回して任意のトラックを選択してください。セレクトされると、トラック文字
に四角マークが表示されます。上図では Track Gが選択された状態です。 
 

3. アームされていると、トラック文字の左側に＊マークが表示されます。トラックが選択された状態で
ロータリースイッチを押すと、アーム／アーム解除されます。上図では Track L, Rと Track A～Hが
アームされた状態を示し、Track X1と X2は音声がルーティングされていますが、録音されない状態
を示しています。 
 

4. トラック設定メニューを終了するには INPUTキーを押してください。 
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788T で３つのメディアに同時録音できるのは、8 トラックまでです。8 トラック以上の録音では同時録
音できるメディアは２つまでです。多数トラックを録音する場合、ハードディスクと UDMAコンパクト
フラッシュに録音することをお勧めします。 

 
マスター・ゲインコントロール 

 
Left／Rightトラックと、X1／X2トラックで、別々にマスターゲインレベル調整が可能です。レベルは 0
～－60dBまで、0.5dBステップで調整できます。マスターレベルは録音される前のトラックへ適応される
ので、入力がミックスされた音声信号を全体的に調整することができます。マスターゲインレベルの調整
方法は… 
 
1. トラック設定画面に入るには、INPUTキーを押します。 

 
 
 
 
 
 
 

2. ソフトキーの LEVEL (PLAY)を押して、マスターゲイン画面に入ってください。 
 
 
 
 
 
 
 

3. ソフトキーの L/R (REW) か、AUX (FF) を押して、調整したいペアトラックを選択してください。 
 

4. ロータリースイッチを回すと、0.5dBステップで調整できます。ロータリースイッチを押すと 0dBに
リセットされます。 
 

5. ソフトキーの Tracks (PLAY) を押すとトラック設定画面に戻ります。 
 

 
 
サンプリングレートとビット長 

 
録音する時、788Tは、非圧縮の PCMオーディオWAVファイルを Broadcast Wave Fileフォーマットの
中に、ユーザーが設定したビット長とサンプリングレートによって作成します。788Tは、サンプリングレ
ート、ビット長、録音トラック数、選択された録音メディアの空き容量から計算して録音可能な時間を LCD
画面に表示します。 
 
 
サンプリングレート 
録音するためにサンプリングレートを設定すると、すべてのトラックはそのサンプリングレートで録音さ
れます。サンプリングレートは 32kHzから 48.048kHzの間で選択可能です。また、外部クロックソース
(32kHzから 48.048kHzの間)が 788Tへワードクロックが入力されると内蔵クロック以外の周波数にも同
期します。録音時に、オフスピードのサンプリングレートファイルは、内蔵クロック周波数に最も近いレ
ートでスタンプされます。 
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サンプリング周波数と音声帯域 
 
サンプリング周波数は 1秒ごとの標本で表され、アナログ信号を測定して 1秒ごとに決定されたデータの
回数となります。サンプリング周波数はデジタル信号に置き換えられた時の音声帯域と周波数特性を決定
します。設定されたサンプリング周波数において、サンプリング周波数の 1/2 がアナログ信号帯域の最高
周波数値となります。より高いサンプリング周波数はより広い音声帯域幅を得ることになります。 
 
788Tは以下のサンプリング周波数をインターナルで発生します。 
 
● 32kHz 
● 44.1kHz 
● 47.952kHz 
● 47.952 kF ファイルスタンプ 48kHz 

 

● 48kHz 
● 48.048kHz 
● 48.048kF ファイルスタンプ 48kHz 

 
 

 
タイムコードセクションで、47.952Fと 48.048Fについて記述されています。 
 
 
ビット長 

 
788Tは 16か 24bitのどちらかのビット長で録音します。24bit録音は 16bit録音と比較して非常に大きな
ダイナミックレンジとシグナルピークにおけるヘッドルームを提供します。24bit録音はフィールドプロダ
クション用オーディオトラックへ絶大な利益を持ちます。 
 
 
 
 
 
 
 
ビット長とダイナミックレンジ 
 
ビット長は与えられた標本データにしようされるデジタルなワードレングスをいいます。ビット長は、デ
ジタル信号による最大のダイナミックレンジに影響します。大きなビット長はより大きなダイナミックレ
ンジとなります。与えられたワードレングスによる最大ダイナミックレンジの能力を単純に見積もるには、
ビット数×6dB となります。ビット長は指数換算（２の累指数）なので、ビット長が増加すると、データ
量も累乗で増加します。主なフィールド録音は 16bitで行われ、各サンプルは 2^16(65,536) のワードレン
グスとなります。24bitでは、サンプルあたり 2^24(1670万)のワードレングスとなります。 
 
788Tは 24bitのアナログ－デジタルコンバータを備えています。16bit録音をするためには、788Tは 24bit
を 16bitへディザを設定することができます。788Tは、正確なビット伝送速度縮小のために専用の疑似ラ
ンダムディザルーチンを使用します。ディザは Bit Depth セットアップメニューで無効にすることができ
ます。ディザ無しでは、24bit 音声は 16bit に切り詰められます。これは、最下位の 8bit が無効になるこ
とを意味します。 
 
設定されたサンプリングレートとビット長で録音されたファイルはレコーダーで変更することはできま
せん。788Tはサンプルレートコンバートやビット長の変換はできません。ファイル変換はオーディオワ
ークステーションのような環境で行ってください。サンプルレートコンバートの代わりに、リアルタイム
アナログ伝送は、しばしば有効な手段となります。 
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シンクロナイゼーション 

 
安定したワードクロックは、高品質オーディオシグナルに必須です。複数のデジタル録音・再生装置で組
まれたシステムでは、お互いの機器が同調して同じ速度で動作するために、すべての装置が同じクロック
リファレンス信号に同期していることが重要です。788Tはクロックマスターとしてリファレンスクロック
を外部へ提供することや、788T内部のジェネレータを受信した外部マスターリファレンスクロックへ同期
させるモードのクロックスレーブとして動作することもできます。シンクロナイゼーションを怠ると、音
声品質が低下したり、サンプルクロックがずれてエラーしたりタイムコードがずれたりします。 
 
788T は内部クロック周波数のために、安定したサンプルクロックと PLL 回路を採用しています。788T
は再生中、ワードクロック、AESクロック、VIDEOシンクを無視します。 
 
クロックマスター 

 
788TはWORD OUT BNCコネクタと AESバランス信号 AES3出力によるマスタークロックリファレン
スを供給します。ワード出力と AESの違いは以下に記します。 
 
ワードアウト 

 
ワードクロックは音声情報を含まない、単なる同期目的の信号です。788Tの内部サンプルレートと同じ周
波数の矩形波信号です。788Tのワードクロック信号は常に出力されます。788Tのワード出力からスレー
ブ機のワード入力へ接続してください。 
 
デジタル出力 

 
AES デジタル出力は、PCM 音声データと基準クロックを同じ流れの中で提供します。スレーブ機はデジ
タル音声の入力から同時に基準クロックを抽出することができます。788Tからスレーブ機へ 1本のケーブ
ルだけでデジタル音声と基準クロックを送る必要がある場合には理想的な出力です。 
 
クロックスレーブ 

 
788Tは、様々な VIDEOシンクフォーマットや AESデジタルオーディオ、ワードクロック信号の入力に
対して、内部サンプリング周波数を同期させることができます。オーディオ機器がワードクロックやデジ
タルオーディオをシンクソースとする事に対し、カメラやビデオデッキは一般的にビデオシンクを送りま
す。 
 
788T外部信号に同期するとき、信号が安定していなければなりません。録音中にシンク信号が失われると、
788Tが内部サンプリング周波数へ戻ってしまい、音声不具合の原因になります。 
 
788Tのシンクリファレンスは、Rec: Sync Reference セットアップメニューの中で選択されます。シンク
ソースの選択肢は以下になります； 
 
● インターナル 
● ワードクロック 
● ビデオシンク 
● デジタル入力 1-2 

● デジタル入力 3-4 
● デジタル入力 5-6 
● デジタル入力 7-8 

 
インターナル 

788Tは外部シンクソースを無視し、サンプルクロックは内部ジェネレータとなります。 
 
サンプリングレートコンバータ(SRC) 
788Tのそれぞれの AES/EBUデジタル入力には、高品質のハードウェア SRCが備えられています。メニ
ューのREC: REFERENCEが Internalに設定されているとき、AES信号に対して SRCが適応されます。
SRCの適応範囲は、32kHz～192kHzです。SRCを使用して、すべての機器のワードクロックを共通化す
ることなしに、あらゆるサンプリングレートのデジタル信号を 788Tに入力することができます。 
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SRCは必要な時だけ利用することができ、不必要な時は OFFになります。SRCなしでデジタル入力を使
用するには、REC: SYNC REFERNECE で次のどれかに設定してください。Word Clock Input, Video 
Input, AES inputペアのどれか 1組。 
 
ワードクロック 

Sync Input コネクタに接続されたワードクロックに同期します。有効なワードクロックを認識すると、
LCDディスプレイにWと表示されます。有効なワードクロックが無い場合は、入力アクティビティ LED
が黄色に点滅し、LCDディスプレイにWは表示されません。 
 
 
ビデオシンク 

788Tは Sync Inputコネクタに接続された、コンポジット NTSC、PAL、Tri-level を含むビデオ信号に同
期します。有効なビデオ信号を認識すると、LCDディスプレイには Vと表示されます。有効なビデオ信号
が無い場合は、入力アクティビティ LEDが黄色に点滅し、LCDディスプレイに Vは表示されません。 
 
 
デジタル入力 1-2, 3-4, 5-6, 7-8 

788Tは、たとえ同じ数のアナログ入力が録音用に選択されていたとしても、有効なデジタル入力ペアから
クロックを抽出し同期を取ります。例えば、シンクレファレンスがデジタル入力 1-2 に設定されていて、
入力 1-2がマイクに設定されていた場合。有効なデジタル信号を認識すると、LCDディスプレイには Dと
表示されます。有効なデジタル信号が無い場合は、入力アクティビティ LEDが黄色に点滅し、LCDディ
スプレイに Dは表示されません。 
 
もし 1 台以上のデジタルオーディオ機器が 788T へ接続されるならば、これらのソースが同じ共通のリフ
ァレンスにロックしていなければなりません。さもなければシンクソースの違いからこれらの信号が使え
なくなります。シンクソースを次のどれかに設定していると、サンプリングレードコンバータは作動しま
せん。Word Clock Input, Video Input, AES inputペアのどれか 1組。 
 
ワードクロックとデジタル入力クロックについて。 
 
1. クロックリファレンスの損失：外部クロックを失って録音されたファイルは、正しい再生スピー
ドで再生されない恐れがあります。信頼性のために、外部クロックと同じサンプリング周波数へ内部
ジェネレータを設定してください。クロックの損失時に一時的な音声トラブルがあるものの、正しい
スピードで再生することができます。 
 

2. 788T の LCD ディスプレイには、ワードクロックかデジタルオーディオのリファレンスに同期して
いるサンプルクロックを表示します。（DかWが表示されていれば ON） 
 

3. 複数のデジタル入力が使われる場合、シンクソースを Internalに設定してください。788T上のハー
ドウェア SRCにより全入力信号のシンク同期を確実にします。 
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出力 － アナログとデジタル 

 
788Tは６つのアナログと６つのデジタル出力を持ちます。それぞれの出力は独自プログラムにより独立し
てオーディオソースをマルチ出力することができます。8 チャンネルすべてを出力するには、６つの出力
しかないところ、ヘッドフォン出力と 6出力を同時に使用することで可能としています。 
 
次のチャート図は、出力バス、出力バス接続のそれぞれのチャンネル用にオーディオソースが可能である
ことを示します。それぞれの出力バス用のオーディオソースはセットアップメニューで選択できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
出力タイプ 

 
オーディオ信号を 1つの出力へルーティングすることは、アナログとデジタルへ同時に送ることとなりま
す。例えば、オーディオソース信号を出力１へセレクトすると、アナログ出力１とデジタル出力(AES)1の
両方へ送られます。 
 
アナログバランスライン出力 1-4 
アナログライン出力はスイッチクラフト TA3Mロックコネクター上のアクティブ・バランス信号です。出
力レベルは-20dBFS時に 0dBuです。ラインレベル出力はセットアップメニューで 20dBまで減衰させる
ことができます。 
 
アナログアンバランスライン出力 5-6 
2 チャンネルの TRS3.5mm コネクタで、ノミナルレベルは-10Dbv です。セットアップメニューで 20dB
のアッテネーションが可能です。 
 
バランスデジタル AES出力 1-6 
右側の TA-3コネクタがバランス AES出力です。バランス AES出力 5-6は、背面パネルの DE-15コネク
タです。これらの出力は S/PDIF入力にコンパチブルです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
AES3出力は、プロフェッショナル AESとコンシューマ SPDIFのどちらかに設定できます。どちらに設
定しても SCMS bitは設定されません。デジタル出力のアウトプットレベルは調整できません。 
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ヘッドフォン出力 

 
788Tのヘッドフォン出力はフィールドでのオーディオモニターに柔軟に対応する機能を持ちます。ユーザ
ーは、入力とトラックの組み合わせをモニターできます。MSステレオと B-formatサラウンドデコーディ
ングをヘッドフォンに適応できます。 
 
ヘッドフォン出力は出力バスからは独立しており、オーディオソースをヘッドフォンへアサインすること
は、出力バスへルーティングアサインすることと無関係です。ヘッドフォン出力ソースは 1/4 インチと
3.5mm TRSジャックの両方へ送られます。 
 
788Tは、とても高サウンド圧力レベルで、ヘッドフォンをドライブすることができます。長時間にわた
って、高音圧レベルでモニターしていると、聴覚障害を引き起こす恐れがありますので、専門家のアドバ
イスを聞いてください。 

 
 
ヘッドフォンソースの選択 

 
メイン LCDスクリーン のヘッドフォンソースディスプレイ      は、ヘッドフォンに送られるオ
ーディオソースを示します。788Tは、ロータリースイッチで利用可能な、いくつかのプリセットヘッドフ
ォンオーディオソース選択があります。これらの選択は、入力、トラックとトラックモニターを含みます。
ヘッドフォンモニターソースを選択するときは、右側パネルにあるロータリースイッチを回してください。 
 
 
ヘッドフォンソースの設定 

 
ユーザーはロータリースイッチを回すことで有効なヘッドフォンルーティングを定めることができます。
ヘッドフォンモニターは、MSステレオと B-formatサラウンドデコーディングを含む、入力とトラックの
様々な組み合わせに設定できます。ヘッドフォン選択の順序もユーザーにより選択可能です。 
 
ヘッドフォンソース選択の方法 
1. セットアップの HP: MONITOR MODES に入ります。モニターモードメニューにはいると、即座に

slot-1となります。 
 

2. ヘッドフォンモニターリストの 1 番目に表示されるように、ロータリースイッチを回して選択してく
ださい。 
 

3. ソースが選択されたら、次のスロットに移動するためにロータリースイッチかソフトキーの toneキー
を押してください。 
 

4. 各スロットを選択しながら、リストを下がっていきます。 
 

5. すべてのソースを選択したら、DONEを選んで ENTERを押してください。ヘッドフォンモニターモ
ードを終了します。モードは、STOP ボタンかキャンセル(backlight)ボタンでいつでも終了すること
ができます。 

 
もし、最初のヘッドフォンスロットで（done）押すなら、788Tはヘッドフォンモニタリング用に、1つ
のオプション（Track L,R）を選択します。他のファクトリープリセットは、消去されます。 

 
ヘッドフォンモニターで選択できる組合せ 
 
 
 
 
 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

34    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘッドフォンでトラックがモニター選択されていて、録音中にトラックへアサインされた音声をモニター
することができます。録音されたトラックを再生しながらヘッドフォンモニターします。 

 
 
インプット・ソロ(PFL) 

 
入力セレクタースイッチを倒すと、入力信号をすばやくヘッドフォンでソロモニターすることができます。
入力設定画面がラッチし、インプット・ソロとなります。入力セレクタースイッチを操作して入力設定画
面から抜けると、ソロモードも解除されます。 
 
入力セレクタースイッチを 1秒間倒すと、モーメンタリー動作ですが、5秒以上倒して LCD画面に HOLD
と表示されるとソロモードが保持されます。他のヘッドフォンモニターが選択されるまでソロモードが保
持されるので、ロータリースイッチか他の入力セレクタースイッチを操作してソロモードを解除してくだ
さい。入力設定画面の表示中にソロモードになると困る場合は、メニューの INPUT: PFL FUNCTIONで
disableに設定してください。 
 
CL-8が接続された状態では、CL-8メイン表示状態で A,Bスイッチを両方押すことですばやくソロモード
に入ることができます。 
 
選択された入力がステレオリンクされていれば、両方の入力がヘッドフォンにソロモニターされます。 
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MSステレオモニタリング 

 
MSステレオモードは、モニタリングの目的のために、ディスクリートミッド - サイドステレオシグナル
をレフト/ライトのステレオシグナルにデコードします。これは、フィールドで正確なステレオシグナルを
モニターするのに対して、ディスクリートのMと Sシグナルは、ポストプロダクション編集のために録音
します。MS デコーダーを正しく操作するために、ミッドのシグナルは奇数入力（1,3,5,7）のどれかに接
続し、サイドシグナルは偶数入力（2,4,6,8）に接続します。ステレオの“広がり”の量は、ミッドとサイ
ドシグナルの割合が 50/50パーセントに固定されます。 
 
入力リンキングにMSが選択されたなら、MSステレオモニタリングを使わないでください。これは、シ
グナルパスに 2 つの MS デコーダーが挿入されることになり、結果、ヘッドフォンのオーディオは、デ
ィスクリートMと Sシグナルとなってしまいます！ 

 
SoundField B-Format サラウンドモニタリング 

 
SoundField B-フォーマットは、SoundFieldサラウンドマイクロフォンによって生成される 4チャンネル
サラウンドサウンドフォーマットです。788Tは、SoundFieldマイクロフォンからの 4つのシグナル出力
を受け入れることができて、それ自身のトラックに各々を録音することができます。 
4-チャンネル B-フォーマットオーディオを録音するとき、788T のヘッドフォンモニターは、L/R ステレ
オに B-フォーマットシグナルをデコードすることができます。788Tは、B-フォーマットのW、Xそして
Yシグナルを使って、ステレオシグナルを作成します。Z-軸シグナルは、使いません。788TのMSステレ
オモニタリングと同様、ステレオ幅はヘッドフォンモニタリングでは固定されています。 
 
B-フォーマットシグナルを録音、モニターするには、次のようにシグナルを接続します： 

 
 
 
 
 
 
 

他のレコーダーまたはソフトウェアアプリケーションにおいて生成された SoundField ファイルは、
CompactFlash または 788T のハードディスクにコピーすることができ、再生し、ステレオでモニターで
きます。正確なヘッドフォンデコーディングのために、チャンネルのアサインメントが上記の手順どおり
か確認して下さい。マルチモノフォニック SoundField .wav ファイルが、“_W、_X、_Y、_Z”サフィッ
クスを使って名をつけられたなら、788T はこれらがマルチモノフォニック B-フォーマットファイルであ
ると認識し、正確なトラック順序でそれらを再生します。 
 
 
788T は、モノフォニックまたはポリフォニック B-フォーマットファイルを再生することができます。 

 
2つの B-フォーマットモニタリング選択、入力のためのそれとトラックのためのそれがあります。それら
は、INPUT B-FMT STEREOと TRACK B-FMT STEREOとして記載されています。大部分の録音と再
生アプリケーションのために、トラックモニター選択が適切です。ユーザーがいつでも入力を聞きたいな
ら、入力モニター選択が適切です。 
 
ロータリースイッチの動作 

 
工場出荷状態でロータリースイッチを押すことで、セットアップメニュー HP: FAVORITE MODE で設
定されたヘッドフォン出力ソースの選択へ自動的に呼び出すことができます。また、迅速に再生する記録
メディアの種類をトグル切替できます。ロータリースイッチは使用不可にもできます。 
 
● Disabled: ロータリースイッチを押す機能が、無効になります。 
● Select Favorite Mode: お気に入りメニューで選んだモードにヘッドフォンを設定します。 
● Playback Drive Select: 再生する（有効な）メディアを切替えます。 
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ヘッドフォン・お気に入りの選択 
もし、上記の選択から“Selects Favorite Mode”を選ぶと、ロータリースイッチを押すことで、割り当て
られた“Headphone Favorite”ソースを選びます。この機能は録音や再生中、選ばれたヘッドフォンモニ
タリングソースに素早く戻るために役立ちます。利用できるヘッドフォンソースのうちの 1つは、お気に
入りのヘッドフォンとして選ぶことができます。 
 
ヘッドフォン・プレイバックモード 

 
シングルヘッドフォン・ソースは、再生と同時に自動的に選択されます。全てのヘッドフォンソースの選
択は、Headphone Playback Modeで設定可能です。また、再生と同時に選択されるヘッドフォン自動選
択を“No Change”に設定することで無効にすることができます。 
 
ヘッドフォン警告音 

 
788Tは、エラーが起きたとき、ヘッドフォンで聞き取れるビープ音、または警告の“bell”を生成すること
ができます。特定のエラーは、LCD上に報告されます。警告ベルの出力レベルは、セットアップメニュー
の中で、オフまたは-20～-12 dBFSで、選ぶことができます。  
 
録音スタート・ストップ音 
セットアップメニューの HP: RECORD/STOP BELL で有効にすると、録音のスタート時にシングルの
440Hzトーンをヘッドフォンだけに送って、スタート動作を音で知らせます。録音を停止するとき、220Hz
トーンが 2回ヘッドフォンに送られます。 
 
ローバッテリー警告音 
取り付けたバッテリーまたは外部電源の電圧が、それらの低警告レベル（取り付けたリチウム-イオンで 6.9 
V、外部電源では 10.5V またはユーザー選択に）近付くと、警告トーンがヘッドフォンで再生されます。
警告トーンは、20秒ごとに 880Hzが 3回鳴ります。 
 
全ての警告トーンがオフにされた場合、ローバッテリー警告を含む、すべてのトーンはヘッドフォンに送
られません。 
 
ヘッドフォン・電源投入時レベル 

 
788Tのヘッドフォンレベルは -40dBから 26dBまで 2dBステップで調整できます。セットアップメニュ
ー HP: POWER UP GAIN で、スタートアップ時にヘッドフォンレベルをオフ、最後の設定、中間位置
(0dB) に設定することができます。 
 
ヘッドフォン・ソースを出力にアサイン 

 
L、Rのヘッドフォンモニターソースを出力コネクターに割り当てることができます。ヘッドフォンソース
をサードパーティ製品に送ることができます。出力コネクターへ送られるヘッドフォンソースは、ヘッド
フォンボリュームに影響されません。 
 
 
 
メーター表示とディスプレイ 

 
788Tは、104の LED（8つの x 13）出力メーターを特徴とします。DSPに制御された出力メーターは、
メーター指示特性の変更とメーター照度を設定できます。入力アクティビティリング LED は、各入力チ
ャネルで入力レベルと入力クリップを示します。また、ヘッドホン・ピーク LED は、ヘッドホン・モニ
ターがクリップレベルに達すると点灯します。 
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出力メーター 

 
 
 
 
 
 
メーターは、強烈な日光の元でも視認性に優れ、エネルギー効率の高い LEDを使っています。788Tの出
力メーターは、ショックまたは極端な温度や湿気に影響されません。メーター指示特性は、セットアップ
メニューで VU、ピーク、ピーク-ホールド、VU +ピークと VU + ピーク-ホールドの中から選択可能です。 
 
メーターは、スケールで最も重要な部分でメーター解像度の高いノンリニアメータースケールを使用して
います。－44から－12の dBFSまでの各 LEDは、およそ 4dBステップ、－12から 0の dBFSまでの各
LEDは、3dBステップ表示です。0dBFSを示している LEDは、－0.2の dBFSで点灯します。 
 
LED出力メーターは、レベルの視認性が良い 3色カラーで表示されます。緑色は－44～－12dBFS、オレ
ンジ色は－9～－6dBFS、赤色は－3～0dBFS のクリップに達する領域で、メータースケールが分割され
て表示されます。 
 
左側のメーターは常に、L、R、A、B トラックを示します。右側のメーターは LCD バックライトキーを
押すたびに、VU1と VU2の表示が切り替わります。（VU1は C、D、E、Fトラックで、VU2は G、H、
X1、X2トラックです。） 
 
デジタルメーター 

 
トラック設定画面で全 12トラックメーターを同時に見ることができます。トラック設定画面に入るには、
INPUTキーを押してください。メーター指示特性とピークホールドタイム設定はメニューで決定され、デ
ジタルメーターと LEDメーターの両方に適用されます。 
 
 
 
 
 
 
 
メーター指示特性 

 
出力メーターは VU, Peak, VUと Peakの組み合わせの３つのタイプから指示特性を設定、表示すること
ができます。メーター指示特性はセットアップメニューで選択できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
VU (ボリューム ユニット) 
 
指示特性は、人間の耳が知覚する音量に緊密に一致しており、シグナルの大きさを、正しく視覚できる指
示を提供します。VUモードでは、メーターシグナルのアタックとリリースは、300msです。知覚した音
量の非常に正確な視覚的指示を与える一方、VU メーターは、実際のシグナルピークでは貧しい情報に与
え、788Tへのトラックのためには事実上役に立ちません。VUモードで、フロントパネルのメーターラベ
ルは、ボリュームユニットです。 
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ピーク 
 
ピークリーディング指示特性は、実際のシグナルの最大と一致しますが、必ずしも知覚されたシグナルの
音量とは一致しません。ピークメーターは、最大のシグナル振幅を表示するために、精密で瞬間のアタッ
クと、ユーザーがそれらを見ることができるように、ゆっくりしたリリースを持ちます。ピークメータリ
ングは、シグナルオーバーロードが即座に歪を引き起こすことがありえるので、デジタル録音にとって不
可欠です。フロントパネルのピークメーターマーキングは、フルスケールのデジタルシグナルに相対的な
デシベル、dBPSで調整されています。 
 
ピーク／VU 
 
メーターは、VU とピークレベル情報を、同時に表示することができます。このモードでは、知覚された
音量（VU）はバーグラフ上に、VUより上のドットでピークシグナルを表示します。この組合せで、シグ
ナルの“ラウドネス”と同時にピークの両方を見ることによって、VU とピークメータリングの両方の最
良をユーザーが手に入れられます。ピーク/VUは、ファクトリーデフォルトです。 
 
ピークホールドタイム 

 
録音素材があるレベルを超えてはならないとき、入力信号がオーバーロードしたことを知りたいとき、ピ
ークホールド表示はメータリングで役に立ちます。ピークホールドタイムは、セットアップメニューで 0
～5秒まで 0.1秒刻みで設定することができます。ピーク LED はセットアップメニューで設定された時
間、点灯位置を保持します。これにより瞬間的なピーク値を簡単に視認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
入力アクティビティ・リング LED 

 
入力ゲインポットを取り囲むインプットアクティビティ LED は、それぞれの入力ごとに入力状態を示し
ます。LEDは各入力の状態に応じて様々な色と明るさで光ってその状態を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デジタル入力が選択され、788Tは正常なデジタル信号を認識されると、入力リング LEDは信号の大きさ
により緑や赤に点灯します。メニューのMETER: INPUT LED RING MODEで、入力アクティビディリ
ング LEDの赤・緑の点灯機能を OFFにすることができます。 
 
ヘッドフォン・ピーク LED 

 
ヘッドフォン回路はピークオーバーロードのインジケータを持ちます。レコーダーがオーバーロードする
前に、ヘッドフォンがオーバーロードしてしまう場合にピーク LED が役に立ちます。ヘッドフォンクリ
ッピングの LED 点灯があれば、モニターしているオペレーターは出力またはリターントラックが歪んで
いると誤認識することはありません。 
 



 788T ユーザーガイド・技術情報
 

  39 
 

トーン・オシレータ 
トーン・オシレータはレベルを一律に調整するのに役に立ちます。レベルと周波数はユーザー設定可能で
す。メニューの TONE: LEVEL で、レベルを－40～0dBFS に調整できます。メニューの TONE: 
FREQUENCYで、周波数を 100～10,000Hz間を 10Hzステップで調整できます。標準的トーン・レベル
は運用、ポストプロダクトのニーズにより異なりますが、通常-20～-12dBFSの範囲となります。 
 
トーン信号は      TONEボタンを押すと使用されます。TONEボタンが押されている間だけアクティブ
です。トーンはセットアップメニューで規定された所にルーティングされます。ルーティング選択は以下
となります。：outputs／ outputs と tracks／tracks のみ／tone ルーティング無し(disabled)。トラック
へルーティングされた時、すべての録音可能なトラックへトーン信号が入力されます。オーディオファイ
ルの先頭にトーン信号を記録するには、TONEボタンを押してホールドしながら録音を開始します。その
後 TONEボタンを押しても、不注意にトーン信号が録音されるのを防ぐために TONEボタンをロックア
ウトします。 
 
 

LCD コントラスト＆LED明度 
 
LCDコントラストはメニューの LCD: CONTRASTで設定します。通常の使用環境に適した 50%に工場出
荷時は設定されています。コントラストは 0～100%間を 1%ステップで調整できます。 
 
LEDの明るさは、明暗を連続的に調整できます。LEDの調整方法は、LCDバックライトキーを押しなが
らロータリースイッチを回してください。ステルスモード（セットアップメニューのMETER: STEALTH 
MODEでの設定）では、LCDバックライトキーにより LEDの点灯が ON/OFFされます。 
 

LCD バックライト 
 
LCDとフロントパネルソフトキーのバックライトを切替えるには、LCDバックライトキー   を押しな
がらロータリースイッチを押してください。バックライトは好みの暗さへ調節できます。ファクトリーデ
フォルトでは LCD バックライトが白色=スタンバイ、緑色=再生、赤色=録音です。メニューの LCD: 
BACKLIGHT MODEで、LCDバックライトの色表示を設定できます。 

 
時間表示と録音表示 

 
A-Time（絶対時間）とタイムコードの表示位置は、セットアップメニューにおいて交換することができま
す。メニューで BIG TIME CODEが選ばれるとき、タイムコードはメインの数字ディスプレイに表示さ
れます。もし、タイムコードがオフになるなら、たとえ BIG TIME CODEが設定されていても、A-Time
が大きい数字で示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
大きく表示されている時間枠は、録音が進行中であることを視覚的に表示することができます。録音中に
白黒コントラストを逆転、あるいは録音中に点滅するよう設定することができます。これはセットアップ
メニュー REC: RECORD INDICATOR で選択することができます。 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

40    

 

 
CL-8メーターとモード表示 

 
CL-8は788T用のオプションミキシングコントロールです。CL-8はポストフェーダー信号レベル、L / R ト
ラックルーティング、AUX1 / AUX2 ルーティング(Pre か Post)、入力リミッター状態、入力位相状態、
HPF状態、ソロ状態を表示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

タイムコード 
 
788Tは電池交換の間、内部のリチウムタイムコード用電池を使って６時間まで正確なタイムコードを維持
します。電源無しで６時間後、788Tはユニットの日付/時間を維持するためのやや不正確な time of day用
クリスタルに戻ります。788Tの電源が入っているときはいつでも、このタイムコード用バッテリーは、内
部または外部電源から充電されます。 
 
もし time-of-dayクロックが撮影中にリセットされ、あるいはもし、タイムコードモードが 24時間 runか
ら他のモードに変更されて戻されるなら、タイムコード値も変更されます。正確な同期を保証するために、
すべてのタイムコード機器をリジャムしてください。 
 
ファイルベースの録音機は、AES31（ブロードキャストWAV）ファイルの BEXTと iXMLチャンク内に
シングルタイムコードスタンプを置きます。788Tはこのスタンプから SMPTEタイムコードを生成して、
再生時にタイムコードフレームレートのベースとします。 
 
 
788Tが生成する全てのファイルは、タイムコード番号が 0フレーム（または DFモードの 02）から始ま
ります。これを達成するために必要に応じてプリロールを動的に適用します。これによりポストプロダク
ション作業で簡単に同期を取ることができます。さらにまた、データの期間が常に整数秒になるようにす
べてのファイルは 0 のフレームで終了します。これを達成するために必要に応じてポストロールが適用
されます。 

 
 
フレームレート 

 
シングルタイムコードフレームレートは、セットアップメニューの TIMECODE : FRAME RATEで設定
されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
サウンドデバイスでは、録音作業に入る前のプリ・プロダクションにおいてフレームレートを確認するこ
とを強く推奨します。 
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788Tは、以下のものを含む、一般のプロダクションタイムコードレートのすべてをサポートします： 
 
● 23.976 ― Sony HD ビデオカメラで使われているレート。実際より 0.1%遅くカウントします。 
● 24 ― 標準フィルム用レート。HDビデオカメラにも使用されます。 
● 25 ― PALビデオ用レート。PALベース国とヨーロッパのビデオ、フィルムに使用されます。 
● 29.97 ― NTSC カラービデオ用レート。NTSC ベース国と USA で使用されます。実時間より 0.1%
遅れてカウントします。 

● 29.97DF ― 実際の時間に合うよう NTSCレートをモディファイしたもの。ドロップフレームタイム
コードは、実際の時間枠に一致することを求められる放送局で使われます。 

● 30 ― アメリカの白黒テレビ用の標準レート。NTSC ビデオへ移されるフィルムへ音を同期させる時
に使用されます。 

● 30DF － 滅多に使用されない非標準レート。プロダクションから指定されない限り使用しないでくだ
さい。実時間よ 0.1%速くカウントします。 

● 30＋ ― サウンドデバイスレコーダー用の設定です。30フレーム／秒、48.048サンプルレートで録音
され、ファイルスタンプは 30フレーム／秒、48kHz で記録されます。 

 
 

F サンプリングレート・モード 
 
48.048k と 48.048kF 
48.048Fモード（Fは fake模造、faux人造、Fostexを表します－解釈はご自由に）は、48.048 kHzで書
かれたオーディオファイルを認めない、Fostex DV40ソフトウェア（1.74またはそれ以前）、 Avid、Final 
Cut Pro、そして他のポスト-プロダクション環境で使用するための特定の互換性モードです。このモード
では、ファイルは 48.048 kHzのサンプリングレートで録音されますが、48 kHzでスタンプを押されます。
再生されるとき、それらは本当のタイムより 0.1%ゆっくり再生することになります。 
 
 
 
 
 
 
 
48.048Fモードの 1つの用途は、Avidや Final Cut Proのようなノン-リニア編集システムでMOSテレシ
ネされたフィルム（24 fps-to-NTSC）に整合させる為に、オーディオの 0.1%の速度減少させる（プルダウ
ン）作用があります。ファイルが 48 kHzのファイルとしてスタンプされるので、編集システムはそれを、
48.048 kHzではなく 48 kHzで再生することになります。この“オーディオプルダウン”は、プルダウン
をつくるために他のソフトウェアを通す中間ステップの必要なしに、転送された映像に整合することにな
ります。 
 
タイムコードフレームレート（実際の録音レート）は、48.048-Fモードで 30 NDまで強制されます。ユ
ニットのフロントパネルは、録音の間、30 ND を示すことになります。他のいかなるフレームレートは、
48.048-Fモードで可能ではありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
しかし、オーディオファイルは、48 kHzのサンプリングレートに沿って、29.97 NDフレームレートをス
タンプされます。それはまるでファイルが 29.97 NDの TCレート、48 kHzのサンプリングレートで、元々
録音されたように、現れることになります。 
 

48.048k, 30ND で録音されます。 
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              再生時、ファイルは 48k, 29.97NDです。 
Fostex DV40 
古いソフトウェアバージョンの DV40 で、48.048F モードで録音されたファイルを使用するとき、DV40
のタイムコードフレームレートを 29.97 NDに設定してください。タイムコードスタンプは、本来のタイ
ムコードのスタートタイムに正確に整合します。 
 
47.952k と 47.952kF 
両方の設定はどちらもサンプリング周波数 47.952kHzを使用し、48kHzに比べて 0.1%低く記録されます。
47.952F モードはしかし、48kHz とファイルに記録されます。その上、47.952kF モードはタイムコード
レートを 29.97ND に制限されながら 30ND と記録されます。47.952F モードは、23.97 フレーム使用の
HDカメラや 24フレームセッションのポストプロダクション環境で 788Tを用いて録音する場合に役立ち
ます。 
 
 
タイムコード・モード 

 
788Tは以下のタイムコード・モードを持ちます。 
 
Off 
タイムコード・ジェネレータは使用不能です。フロントパネルタイムコードディスプレイは空白です。 
 
Free Run 
内部タイムコード・ジェネレータは、録音モードに関係なく連続的に走ります。幾つかのタイムコード値
が、ジャムメニューの中の“jamming value”によって、スタート値として使うことができます。 
 
Record Run 
788T が録音に入ったときだけ、タイムコードジェネレータが走ります。このモードでのタイムコードは、
電源投入時デフォルトの 00:00:00:00 になります。レコードランから他のモードに切り替えるとき、内部
発信器は生成された最後の数値で止まります。ユーザー-定義の値は、ジャムメニューで内部ジェネレータ
に割り込ませることができます。 
 
Free Run Jam Once 
内蔵のタイムコード・ジェネレータは、有効なタイムコードが走っているシグナルが、TC入力に接続して
いるときはいつでも、外部タイムコードから再同期します。フリーランモードに似ており、ジェネレータ
は録音モードに関係なく連続的に走ります。同期を取るためには、タイムコード信号は、タイムコード入
力から外したり再接続したりしなければなりません。Free run Jam Onceは、スレーブとしてレコーダー
を使うとき役に立ちますが、Ext TCモードの方がスレーブ操作には適切な場合もあります。 
 
24 Hour Run 
電源が入るとジェネレータが自動的に time-of-day クロックに同期する以外はフリーランと同じです。も
し、time-of-dayクロックがリセットされると、発信器もまた、再同期します。一旦同期したなら、ジェネ
レータは time-of-dayクロックではなく、タイムコードクロックで連続的に走ります。 
 
Ext TC 
内部タイムコード発信器は、タイムコード入力に現れている外部タイムコードシグナルに追従します。す
べての外部タイムコード・モードにおいて、788Tで設定されたタイムコード値が録音されたファイルのタ
イムコード値として現れます。 
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Ext TC / cont 
内部タイムコード・ジェネレータは、タイムコード入力に現れている外部タイムコードシグナルに追従し
ます。もし、外部タイムコードが取り外されると、内部発信器は連続するタイムコードを保存するために
走り続けます。RF“ヒット”によるタイムコードの中断があるかもしれない、RF によるタイムコードト
ランスミッションに役立ちます。 
 
Ext TC – Auto Record 
内部タイムコード・ジェネレータは、タイムコード入力に現れている外部タイムコードシグナルに追従し
ます。外部のコードが進むと、788T は自動的に録音モードに入ります。外部のコードを止めると、788T
のジェネレータは休止して、録音は停止します。Rec Runタイムコードに設定したビデオカメラと一緒の、
デュアルシステムサウンドが使われるとき、これは適切です。ビデオカメラは、マスタータイムコードと
して機能し、レコーダーの“トランスポート”は、ビデオカメラのトランスポートに追従します。 
 
Ext TC / cont – Auto Record 
内部タイムコード発信器は、タイムコード入力に現れている外部タイムコードシグナルに追従します。外
部のコードが進むと、744T は自動的に録音モードに入ります。外部のコードを止めると、744T の発信
器は休止して、録音は停止します。もし、外部タイムコードが取り外されると、内部発信器は連続するタ
イムコードを保存するために走り続けます。RF“ヒット”によるタイムコードの中断があるかもしれない、
RFによるタイムコードトランスミッションに役立ちます。Rec Run タイムコードに設定したビデオカメ
ラと一緒の、デュアルシステムサウンドが使われるとき、これは適切です。ビデオはカメラマスタータイ
ムコードとして機能し、レコーダーは追従します。 
 
Free Run Jam Onceと 4つ全ての外部タイムコードモードで、788Tが録音を開始したあとに、外部の
静的タイムコードが進んだとき、タイムコードは再計算され、“バックスタンプ”します。もし、外部タ
イムコードが進まないなら、ファイルは停止したタイムコード番号をスタンプされます。ビデオが Rec 
Run 環境にあり、サウンドロールがピクチャーの前なら、バックスタンピングファイルは、オーディオ
タイムコードをピクチャータイムコードと正確に一致します。 

 
 
タイムコード・Hold Off 

 
タイムコード・ジェネレータは様々な製品があります。タイムコードデータは、製品間を結ぶ標準的な信
号です。しかし、タイムコードデータのスタートとストップのストリームは製品により異なります。744T
が、EXT TC-AUTO RECORDや EXT TC/COUN-AUTO RECORDに設定されているとき、予期せぬ外
部タイムコードに影響されて録音してしまうことがあります。 
 
Time Code Hold Off機能は、不必要なテイクを作成しないために設定するものです。レコーダーが新しい
テイクを作成するために、正確なタイムコード信号と認識するまでの期間を設定することができます。
Time Code Hold Offの設定値は、タイムコードソースのスタート・ストップのシークエンスにより調節し
てください。 
 
Time Code Hold Off の設定方法 
1. Menuオプションで TIMECODE: HOLD OFF に入ってください。 

 
2. 設定値は 0から 8秒まで、ロータリーエンコーダーにより 0.1秒ステップで調整することができます。
ファクトリーデフォルトは 2秒になっています。 
 
 
 
 
 
 
 

3. ロータリーエンコーダーを押すか、チェックマークキー(Tone ボタン)を押して、設定値を保存してく
ださい。 
 

4. 画面の×キー(ブライトネス・ボタン)を押して、セットアップメニューを抜けてください。 
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5. タイムコード・ソースからのタイムコードを再生してください。 
 

6. タイムコード信号を受信すると、744Tディスプレイに録音保留のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

7. 設定された Hold off時間が経過すると、744Tは録音を開始します。 
 
 
Time Code Hold Offを使用するケース: 
・ EXT TC – AUTO RECORDと EXT TC / CONT –AUTO RECORDが適用される場合。 
・ Pre-Roll タイムを有効にする場合。Pre-Roll は、タイムコード信号の最初の部分を検知してから音声
をキャプチャーします。Pre-Rollが選択されない場合は、Hold Off時間を経過してから録音が開始さ
れます。Setup Menuオプション REC: PRE-ROLL TIMEで設定される Pre-Roll時間は、Hold Off
時間よりも長く設定してください。不意のタイムコード信号バーストによる予期せぬ録音開始を防ぎ
つつ、タイムコード信号を検知した瞬間からのWAVファイル化を可能にします。 

 
ジャム・メニュー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タイムコードの設定は、ジャムメニューTIMECODEJAMMENUで行います。 ドライブキーと メニュー
キーを同時に素早く押すと、ジャムメニューに入ります。このメニューにおいて、ディスプレイの一番上
に、タイムコード入力に存在するシグナルの値を示し。そして、ディスプレイの底部には現在設定されて
いるタイムコード値を示します。それに加えて、788T は、入って来るタイムコードのフレームレートと
788Tの現在のフレームレートの設定を表示します。 
 
788Tのタイムコードジェネレータの設定は３つの方法があります。 
 
 
JAM RX TC 
JAM RX TCが選択されてハイライトされているとき、LCD画面のトップには外部タイムコードとそのユ
ーザービットが表示されます。788T の内部ジェネレータは LCD 画面のボトムに表示されますＹ。外部
TC にジャム（同期）するには、LCD に表示された JAM に相当するソフトキーを押すか、ロータリース
イッチを押してください。画面には JAMMINGと表示されます。一度 788Tが同期すると、外部と内蔵の
両方の TCは一致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

menu選択 

788Tに入力された Ext TCとユーザービット 

JAMの時に

押す 

現在の 788Tのタイムコードとユーザービット値 

TCが入力されていない時の状態 
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外部タイムコードが、ジャムメニューに表示されていることを確認してください。TCを送出している機器
から 788Tが正しく TCデータを受け取れない場合は、数値表示の場所にラインが表示されます。 
 
Ambient Recrodingシリーズと同様に、788Tのタイムコードジェネレータは異なるフレームレートに対
して「クロスジャム」することができます。788Tで設定されたレートに合わせるためのフェーズアキュ
レートを秒の先頭フレームに実施し、00フレームに整合します。 

 
 
JAM ZERO 
このメニュー選択は、内部ジェネレータをゼロへリセットします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
JAM VALUE 
ENTER(TONE)キーを押すか、ロータリースイッチを押すと、ユーザーが設定したタイムコード開始時間
へ内蔵ジェネレータを設定します。 
 
EDIT VALUE 
このメニューでは、ユーザーはどんなタイムコード値(00:00:00:00 – 23:59:59:29) にも設定可能です。こ
のメニューの最初の時点では 788T の現在の TC 設定と同様に現在設定された値が表示されます。編集す
るには、ロータリースイッチを押すか、ENTER(TONE)キーを押してください。項目ごとに時間、分、秒、
フレームを設定できます。設定後(DONE)、内蔵ジェネレータをジャムすることが可能となります。 
 
JAM VALUEが選択されるまで、788T内蔵 TCへ同期されることはありません。 

 
 
ユーザービット 

788Tは、7つのユーザーが選択可能なユーザービットモードを備えています。タイムコードユーザービッ
トは、割り当てられることができるタイムコードデータの一部分ですが、ユーザーが選択します。一般に、
ユーザービットは、日付、テイク、サウンドロールまたはカメラロール番号のような情報を運びます。 
 
 ユーザービットは、ジャムメニューの EDITU-BIT選択から編集されます。ユーザービット編集モードに
入るためには、エンター（トーンキー）、あるいは、コントローラを押します。スクリーンは、ユーザービ
ットのフォーマットと設定を示します。コントローラの上下矢印のソフトボタンを使うと、ユーザービッ
ト桁は、編集することができます（ペアで）。 一度でも DONE が選ばれると、ユーザービットは設定さ
れます。もし、選ばれたユーザービットモードで、編集することが不可能なら、“NO USEREDITS”がス
クリーンの中に現れます。 
 
 

ジャムする値、あるいはゼロ 

メニュー選択 

ジャム・ボタン

788Tの現在の TC値 
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NTSC標準ディフィニションビデオプロダクション 

 
NTSC ビデオは、1 秒あたり 29.97 フレームのフレームレートを使います。残念なことに、それは時間当
たり 108 フレームが無視されています。“クロック”タイムのシンクで 29.97 のタイムコードを維持する
ために、“ドロップフレーム”が案出されました。2つのフレームは、時間当たり 10.54ドロップ x 2フレ
ーム=毎時 108フレームで、割り切れない各分の最上位でドロップされます。 
 
788Tをビデオカメラに同期させるためには、最初に、カメラがドロップフレームなのかノンドロップフレ
ームモードなのかを決定します。ディレクターやプロデューサーが、どの設定を使うべきかについて確信
できないなら、可能な限り、ポストプロダクションと相談してください。 
 
ラフなガイドラインとして、NTSC ブロードキャストのビデオは、ドロップフレームで、全てのレコー
ダーが同じモードで録音している限り、何かのためにノンドロップフレームを使用することができます。

 
1. 788Tをそれぞれ、29.97DFまたは 29.97のどちらかに設定します。 

 
2. ビデオカメラのタイムコード入力に LEMO-5 to BNCアダプターケーブルを接続して、使っているカ
メラをジャムします。 
 

3. カメラを free runタイムコードに切り替えます。788Tのタイムコードは、カメラのタイムコードディ
スプレイに現れるはずです。 
 

4. タイムコードケーブルを外します。 
 
カメラとレコーダーのタイムコードは、これで同期して走っているはずです。およそ 5分以後に、確かに
同期が維持されることを確認してください。 
 
 
ビデオカメラは、電源をおとしたとき、タイムコードが不安定になることは周知の事実です。もし、ビデ
オカメラがシャットダウンされなければならないなら、それの電源を入れなおしたときリジャムします。

 
 
 
録音 

 
製品のユーザーインタフェースは、“テープレコーダ”に似た設計をしています。録音と再生ファンクショ
ンは、テープベースのマシンのそれに極めて似ております。ファイルベース録音の本質は、テープベース
レコーダーでは可能ではない、コントロールを備えています。 
 
録音 

 
_          788T で最も大きく、簡単にアクセスされるコントロールはこの REC キーです。ディスクフ
ォーマット、ディスクのスピードテスト、ファイルの転送のためにすることを除いて、全てのモードにお
いて録音することに優先権があります。REC キーを押すと、788T は直ちに録音モードに入ります。録音
モードでは RECキー、隣にある LED、LCDディスプレイが赤く表示します。もし録音されるメディアが
録音準備に入れない場合は、赤く点滅します。 
 
録音中、RECキーと相当する LED、そして LCDバックライトは 788Tが録音中であることを示すために
赤く点灯します。ファクトリーデフォルトでは、録音中に LCD バックライトが赤く点灯しますが、メニ
ューの LCD: BACKLIGHT MODEで点灯しない設定にすることができます。 
 
788Tのさらに強化された能力として、電源トラブルにおいてもファイルの損失を防ぐ信頼性の高い 12ト
ラック録音があります。788Tは自動的にWAVファイルのヘッダー情報を 20秒ごとに更新することによ
り、最大でも最後の 20秒を失うに留まります。 
 



 788T ユーザーガイド・技術情報
 

  47 
 

 
どのトラックもアームされてない場合、788Tは録音に入ることができません。少なくとも 1トラックは
アームされていることを確認してください。 

 
録音中、電源、FF、REW、INPUT、TONEと DRIVEキーは使用不能となります。STOPキーを押し続
けて、録音を停止します。録音が終わったら、Stopキーを、150ms以上押さなければなりません。録音中
に、セットアップメニューに入ることができますが、録音に影響を及ぼすメニューアイテムは、メニュー
リストで線を入れられます。 
 
MENUで設定する３つのセットアップにより、録音中に RECキーを押したときの 788Tの動作を設定す
ることができます。： 
 
● No action : RECキーを押しても何も起きません。 
● New Cue : キューマークが録音ファイルに記述されます。 
● New File : RECキーを押す度に、新しいファイルが作成されます。 
 
 
プリ・レコードバッファ 

 
録音キューを逃がしたり、テイクを遡ってカッティングしたりすることを防ぐために、788Tはプリレコー
ド（プリロール）バッファが利用可能です。プリレコードは、アクティブなとき、録音キーが押されると
PRECEEDING で設定した秒数前から録音し始めます。プリレコードの量は、サンプルレート次第です。
48kHzで、10秒のプリロールが利用可能です。 
 
タイムコード・モードを、「Record Run」か「External TC」に設定すると、レコードバッファは使用で
きなくなります。これは連続して録音したファイルに対して、タイムコードの重複を防ぐためです。 
 
メディア選択 

 
788Tは、8トラック録音までは３つのメディア（内蔵 HDD、CF、外部 HDD）同時に録音することがで
きます。しかし、録音トラックが 8以上の場合、２つのメディアに限定されます。多数トラックを録音す
る場合、ハードディスクと UDMAコンパクトフラッシュに録音することをお勧めします。 
 
録音中に起きたメディアトラブル 

 
録音メディアに不良が起きた場合、フロントパネル上、そして、ヘッドフォンにトーンでエラーが注意さ
れます。ハードディスクは、激しい動作が加わると録音がエラーとなり、または録音中にコンパクトフラ
ッシュカードが一杯になると、メディア不良の原因となる可能性があります。もし、ハードディスクと CF
の両方が録音に選ばれるなら、録音は不良なしに、メディア上で続きます。 
 
 
 
再生 

 
788Tは、高解像再生回路を持っており、どんなリファレンスオーディオのアプリケーションに対しても最
適です。788Tで録音された、全ての録音ファイルを再生することがでます。それに加えて、コンピュータ
からストレージメディアにコピーされたMP2、MP3、WAVファイルも再生することができます。これは、
高解像再生装置として 788Tを使うとき役に立ちます。ファクトリーデフォルトで、再生中に LCDのバッ
クライトが緑に点灯します。メニューの LCD: BACKLIGH MODEで変更可能です。 
 
他のファイルが選ばれない限り、788Tは最後に録音されたオーディオファイルを再生します。再生のため
に、他のファイルを選ぶ 2つの方法があります。現在の録音ディレクトリにおいて他のファイルを選ぶた
めには、788Tを実行させるためにプレイ-停止モードで早送りまたはリバースキーのどちらかを押します。
ファイルネームディスプレイが、点滅し始め、早送りとリバースキーが現在の録音ディレクトリで利用で
きるファイルを進むために使われます。他のディレクトリでファイルを選ぶためには、HDDキーを押して、
メディアのディレクトリに入ります。該当するディレクトリに進みます。ロータリースイッチで、再生す
るファイルを選び、Playを押します。 
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再生されるメディアは LCD 画面の左側にメディア・タイプがハイライト表示（黒バックグラウンドに白
文字）されます。再生用にメディアを切り替えても、録音に影響はありません。RECキーが押されると指
定された REC: MEDIA SELECT メニューの設定、FILE: FOLDER OPTIONメニューの設定により、録
音されます。 
 
自動再生 

788Tは、ディレクトリにある全ての有効なオーディオファイルを再生するために、設定することができま
す。ファイルは、ディレクトリにあるそれらの順序で再生します。自動再生は、以下のオプションで設定
できます： 
 
● Disabled : 自動再生オフ 
● Play all : ディレクトリにある全てのファイルが再生され、全てのファイルが再生されると停止します 
● Repeat one : 選ばれたファイルは、ユーザーによって止めらるまで、連続的に再生します 
● Repeat all : ディレクトリにあるすべてのファイルは、ユーザーによって止められるまで、連続して繰
り返し再生します 

 
 
 
音声ファイル・フォーマット 

 
788Tは業界標準のブロードキャストウェーブファイルフォーマット、モノフォニックまたはポリフォニッ
クの何れかでオーディオを録音します。また、788TはWAV、MP2、MP3フォーマットのファイルを再生
することができます。788Tは BWF拡張子の付いたファイルも読み込みます。 
 

.WAV 
788T は、AES-31 BWF ファイルで書き込みます。788T で作成されたオーディオファイルは、
BEXT(Broadcast Audio Extension)と iXMLデータチャンクのメタデータををファイルヘッダに置きます。
この追加されたブロードキャストワブデータチャンクを認識しないソフトウェアは、単にこの加えられた
情報を無視します。 
 
ファイルタイプ 

788Tは録音用に２つのファイルタイプを選択できます。WAV monoとWAV polyです。 
 
モノフォニック 
Wav monoが選択されると、788Tは録音トラックごとにそれぞれ音声データを作成します。作成されたフ
ァイルは、T01_1.WAV と T01_2.WAV のように似ていますが、ファイル名末尾につけられたもの（_1 と
_2）がトラック数を示します。モノフォニックファイルは、Sound Devices社のWave Agent ソフトウェ
アによってポリフォニックファイルへコンバートすることができます。 
 
ポリフォニック 
Wav Polyが選択されると、788Tは録音テイクごとに音声データを作成します。録音された全てのトラッ
クは、１つのファイルにまとめられます。ポリフォニックファイルは、Sound Devices社のWave Agent ソ
フトウェアによってモノフォニックファイルへ個々のファイルとしてセパレートすることができます。 
 
 
 
 
テイク・マネージメント 

 
テイクは、複数のオーディオ・ファイルによって構成される１回のレコーディングです。 
 
ポリフォニック・ファイル録音では、テイクは録音時に作成される１つのポリフォニック・ファイルとな
ります。１つのポリフォニック・ファイルは、テイクのすべてのトラックを含みます。この場合、テイク
がこの唯一のファイルで意味されるため、その名前はファイルの名前と同じとなります。 
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788Tにおいて、ポリフォニックのファイル名称は、シーンネーム、テイクナンバー、ファイル拡張子から
構成されます。例えば、シーン S01、テイク T01のポリフォニック・ファイル名は、S01T01.wavとなり
ます。 
 
モノフォニックファイル記録では、テイクはレコーディングの時に発生する一群のモノフォニックのファ
イルを意味します。各モノフォニックのファイルは、テイクの個々のトラックを表します。この場合、フ
ァイルの末尾に_Xと記述される以外は、テイク名が全てのモノフォニックファイルに記述されます。 
 
788Tにおいて、モノフォニックのファイル名称は、シーンネーム、テイクナンバー、ファイル末尾のトラ
ックナンバー、ファイル拡張子から構成されます。例えば、シーン S01、テイク T01、4 トラック録音の
場合、モノフォニック・ファイル名は、S01T01_1.wav、S01T01_2.wav、S01T01_3.wav、S01T01_4.wav
となります。 
 
 
 
 
 
 
 
シーン・ネーム／ナンバリング 

 
シーンネームは、使用するためにシーンネームリストから選ばれます。このリストは、セットアップメニ
ューからアクセスされます。シーンネームリストのいかなる番号も生成されることができ、これらはシー
ンネームのいかなる番号からでも成り立つことができます。シーンネームリストの利点は、プロダクショ
ンに入る前にシーンネームを構築することができるということです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
シーンネームは、“_”と“-”を含む英数字で作られます。0～9 文字の範囲でシーンネームを作成するこ
とができます。シーン番号は、プロダクションで対応するシーンで、オーディオに整合させるために役に
立ちます。シーンネームは必要に応じて録音日付、アーティスト名または他のどの記述を含む、他のアイ
テムを識別するために使用されます。 
 
シーン名はセットアップメニューで、ユーザーに選択され、ユーザーによって変更されるまで、変化しま
せん。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
シーン番号を変更するには： 
1. ユーザーメニューに入り、シーン名/番号オプションへ進みます。 
2. REW（<）と FF（>）ソフトキーを使い、文字の中に移動します。PLAY キーを使い、文字を削除し
ます。文字は、左から右に入れて行き、右から左に削除します。 
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3. ロータリースイッチソフトキーの矢印を使い、文字を選びます。コントローラを押して、早送りキー
をヒットすると、文字を保存して、次の位置へ移動します。 

4. シーン名を保存するためには、文字を選ぶことなく、ソフトチェックキーまたはコントローラを押し
ます。9文字目が入れられたあと、シーン名は自動的に保存されます。 

 
もし、全ての文字が取り消されたなら、シーン名はファイルに書かれません。 
 
 
シーン・ネームの増減 

 
STOP キーを押しながら FF キーを押すと簡単にシーンネームを増やすことができます。シーンはアルフ
ァベット(A,B,C…)か、数字(1,2,3…) のどちらかをメニューの REC: SCENE INCREMENT MODEで設
定できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
シーンネーム／番号をテイクリストから増やす方法 
 
1. HDDキーを押してテイクリストに入ります。 
 
2. テイクリストのトップへスクロールして、nと示されているネクストテイクをハイライトにします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. ソフトキーの SCENE +/－ を押して、シーン増減画面に入ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. ソフトキーの SCENE +を押すと、WILDCAT1T02.WAVからWILDCAT2T01.WAVへ増加します。 
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5. ソフトキーの DONE (PLAY)キーを押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. nと示されたトップに次に録音されるテイク名称が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テイク・ナンバー 

 
テイク番号は、新しいファイルが録音されるたびに、ゼロが先行することの有無にかかわらず、01と 99,999
の間の整数で、1 増加します。テイク番号は、テイクセパレータ、例えば“-”または“T”のような文字
の有無にかかわらず設定することができます。テイクセパレータはファイルネームの中でテイク番号を認
識しやすくするために用いられます。テイク番号はメニューの REC : TAKE NAME/NUMBERで管理さ
れます。テイク番号はテイクリストから増減することができます。 
 
もし、788Tが指定のフォルダで、複製の名前のファイルを見つけたなら、拡張子の前に“A”から始まる
レターサフィックスが、ファイル名に加えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テイク番号を変更するには： 
 
1. ユーザーメニューに入り、テイク名/番号オプションに進みます。 
2. REW（<）と FF（>）ソフトキーを使って、10進法の部分へ移動し、シングル英数字のテイクスペー
サー文字へジャンプします。PLAY キーを使い、テイク番号を 1 にリセットします。文字は、左から
右に入れて行き、右から左に削除します。 

3. ロータリースイッチソフトキーを使い、文字/数字を選びます。コントローラを押して、ソフトチェッ
クキーをヒットすると、文字を保存して、次の位置へ移動します。 
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ユーザーメニューからリセットの動作をすると、以下のオプションからコントロールされます： 
 
● Never : テイク番号はリセットしません。 
● When scene is changed :シーン名が変更されるときリセットします。 
● When daily folder is changed : 新しい日付でリセットします。 
● Either scene or daily : どちらかを変更するとリセットします。 
 
 
テイク番号の増減 

 
テイクの増減はテイクリストから行います。 
1. HDDキーを押してテイクリストに入ります。 
2. テイクリストのトップへスクロールして、nと示されるネクストテイクをハイライトにします。 
3. ソフトキーの Take +/－(FF)キーを押し、テイク増減画面に入ります。 
4. ソフトキーの Take + (FF)キーか、Take－(REW)キーを押して、テイクを増減させます。 
5. ソフトキーの DONE (PLAY)キーを押します。 
6. 画面トップの nと示されネクストテイクが表示されています。 
7. テイクリストを終了するにはＸを押してください。 
8. STOPキーを押し続けると、ネクストテイクの名前を確認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フェールステイクコントロール 

 
録音を失敗したら、WAVファイルを FALSETAKESフォルダへ移動することができます。 
 
フェールステイクを移動する方法： 
 
1. 録音を中止するために STOPキーを押します。 
2. メディアへ書き込みが終了するまで待ちます。アクティブ LEDが橙から緑に変わります。 
3. STOPキーを押しながら REWキーを押すと、削除する警告メッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
4. チェックマークに相当するソフトキーを押してください。 
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これとは別に、テイクリストにある最後に録音したテイクをフェールステイクにする方法があります。最
後にカーソルを合わせてテイク番号を「減らす」を実行してください。ファイルを FALSETAKE フォル
ダへ移動するか確認メッセージが表示されます。内蔵 HDD、CF、外部 FWデバイスに録音された各メデ
ィアの FALSETAKE フォルダへ移動されます。このフォルダはドライブのルートに置かれています。フ
ェールステイクは、FALSETAKEフォルダを空にしない限りドライブ上に残されています。 
 
 
フェールステイクフォルダを空にする 

 
ドライブオプションメニューの EMPTY TRASHを選択することでフェールステイクフォルダへ移動され
たファイルは永久に削除されます。各ドライブに FALSE TAKEフォルダがあり、ドライブごとに空にす
ることができます。一度、FALESTAKES フォルダを空にすると、完全に削除されてしまい、リカバリー
することはできません。 
 
 
トラックネーミング 

 
モノフォニックでもポリフォニックでもファイルの中にあるそれぞれのトラックは独自のトラックネーム
をつけることができます。「radio mic1」「boom2」や「john smith」といったトラックネームは、トラッ
クナンバーよりも編集時に便利です。トラックネームは最大 26 文字までで、Rec: Track Names Setup 
Menu で作成することができます。トラックネームは、 iXML データのような、Broadcast Wave 
Extentsion(BEXT)の中に保存されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
テイクリスト 

 
すべてのメタデータ編集はテイクリストから行われ、有効なメディアに含まれる選択されたテイクに適応
されます。テイクリストはメニューの FILE: VIEW TAKE LISTか、HDDキーを押すことで表示されま
す。 
 
ファイルビューア（Drive Directory）（以前の HDDキーでアクセスしていた）は、テイクリストからソ
フトキーの DRV(HDD)キーを押すと表示されます。あるいは、メニューの FILE: VIEW FILESでも表
示されます。 

 
テイクリストは 788T で録音されたポリフォニック、モノフォニックのすべてをリスト表示します。テイ
クリストで表示されるためには、FW1.50以降で録音されなければなりません。 
 
テイクネームはテイクリスト左側に表示されます。右側にはファイルの追加情報が表示されます。マルチ
ファンクションロータリースイッチを押すと、表示されるファイル情報の種類が変更されます。 
 
・ タイムコードの開始時間 
・ ファイルの作成された時間 
・ ファイルの作成された日付 

・ シーンネーム 
・ ファイルが格納されるドライブ 
・ ファイルが格納されるフォルダ 
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次の機能はテイクリストから実行できます。 
 
・ シーンとテイクの増減 
・ メタデータの編集とファイルネームの変更 
 
テイクエディット 

 
788Tがスタンバイモードか録音モードの時、次の内容を変更できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
録音中のテイクに関する Delete機能は、テイクエディットから外されました。 

 
テイクエディットに入るには。 
 
1. HDDキーを押してテイクリストに入ります。 
2. テイクリストから任意のテイクを選びます。 
3. ソフトキーの EDIT (PLAY)キーを押すと、テイクエディット画面に入ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Note 
ノートは、テイクの内容について記述するものです。BEXTと iXMLはノートフィールド互換です。 
 
1. HDDキー   を押してテイクリストに入ります。 
2. 任意のファイルをハイライトにします。 
3. ソフトキーの EDIT (PLAY)キーを押してテイクエディットに入ります。 
4. NOTESを選択します。 
5. ロータリースイッチか USBキーボードでノートフィールドにテキストを記述します。 

  
  
  
  
  
  
  

6. ソフトキーのチェックマーク(TONE)キーを押すか、USBキーボードで CTRL+ENTERでノートを保
存します。ソフトキーのＸ(LCD BACKLIGHT)を押すか USBキーボードの Escキーを押して終了し
てください。 

 
 
USBキーボードでテキスト入力するほうがロータリースイッチを使うより迅速に記述できます。 
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テイクのリネーム 
録音中または録音後に、テイクエディットでテイクのリネームができます。テイクをリネームすると関連
するファイルネームと内包されるメタデータも一緒に更新されます。編集した内容は、すべてのメディア、
モノフォニックの場合はすべての関連するファイルが更新されます。リネームは拡張子「.WAV」も含めて
最大 26文字までとなります。 
 
テイクの重複 
788Tから直接ファイルやシーンのリネームを行う場合に、ファイルネームが重複する恐れがあります。す
でに存在するファイルネームを検知し、重複していることをユーザーに知らせます。ユーザーが重複のま
まリネームを実行すると、ファイルネームに+を付加して実行されます。2個以上のファイルがあれば、そ
れぞれのファイルへさらに+を追加します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サークルテイク 
テイク名は、ファイル名の前に“@”シンボルを付けるために変更することができます。これは、“circle take”
としてテイクをハイライトするために使うことができます。サークルテイクは、転送のために良いテイク
を識別するためにしばしば使われます。サークルテイク情報は、BEXTと IXMLデータチャンクにえんべ
デッドされます。 
 
サークルテイクを識別するために、以下の手順を実行します： 
 
1. STOPキーを押して、録音を停止します。 
2. HDDキーを押して、テイクリストに入ります。 
3. サークルテイクとしてファイルをハイライトするために、ファイルをスクロールします。 
4. ソフトキーの EDIT (PLAY)キーを押して、テイクエディット画面に入ります。 
5. リストから Circleを選択しハイライトさせます。サークル表示の ON/OFF切替ができます。 
 
プロジェクト 
録音中または録音後に、プロジェクトフィールドで編集ができます。デフォルトでプロジェクトフィール
ドは Top-Levelフォルダネームが記入されています。メニューの FILE: FOLDER OPTONでフォルダネ
ームを記入できます。プロジェクトメタデータは、BEXTと IXMLデータチャンクに埋め込まれます。 
 
シーン 
録音中または録音後に、シーンネームを編集できます。シーンネームの編集はファイルネームと Ixml と
bEXTチャンクの中のシーンタグへ適用されます。 
 
テイク 
録音中または録音後に、テイク番号を変更できます。テイクの編集はファイルネームと Ixml と bEXT チ
ャンクの中のシーンタグへ適用されます。 
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テープ（Roll） 
録音中または録音後に、Ixml タグの TAPE への編集が可能です。デフォルトで、TAPE(ROLL)フィール
ドはMid-Levelフォルダネームが記入されています。メニューの FILE: FOLDER OPTIONS でフォルダ
ネームを記入できます。テープメタデータは、BEXTと IXMLデータチャンクに埋め込まれます。 
 
 
コピーフラグのセット／クリア 
１つのメディアから他のメディアへさまざまなテイクを選択してコピーするためにコピーフラグを使用し
ます。デフォルトでは 788Tで録音されたテイクにコピーフラグ ONが設定されます。メニューの FILE: 
COPY FLAG RESET が有効になっていると、異なるメディアへコピーされた後、テイクのコピーフラグ
が自動的にクリアされます。 
 
テイクの削除 
テイクと関連するファイルはテイクリスト編集画面から削除することができます。削除されたファイルは
個々のメディアのトラッシュフォルダへ移動されます。トラッシュフォルダは、Drive Directoryメニュー
経由で「ゴミ箱を空」にすることができます。 
 
トラッシュフォルダへテイクを移動するには： 
 
1. HDDキーでテイクリストに入ります。 
2. 削除したいファイルをハイライトにします。 
3. ソフトキーの EDIT (PLAY)キーを押して、エディット画面に入ります。 

 
  
  
  
  
  
  
  
  
  

4. Deleteを選択してハイライトにしてください。 
  
  
  
  
  
  
  

5. 削除する確認メッセージが表示されます。どのドライブのファイルを削除するかをソフトキーの CF, 
HDD, EXT (REW, PLAY, FF) で選択してください。テイクはハイライトされたドライブから削除され
ます。  
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例えば、WILDCAT2T01.WAV だけを EXT ドライブトラッシュフォルダへ移動する場合、ソフトキーの
CFと HDD (REWと PLAY)キーを押して、不要なドライブの選択を外してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6. ソフトキーのチェックマーク(TONE)キーを押すとトラッシュフォルダへテイクが移動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
トラックのリネーム 
録音中または録音後に、テイクリストからトラックネームの変更ができます。 
 
1. HDDキーを押して、テイクリストを表示してください。 
2. 編集したいテイクをハイライトにしてください。 
3. ソフトキーEDIT(PLAY)キーを押して、エディット画面に入ってください。 
4. リネームしたいトラックを選択してハイライトにしてください。 
5. トラックネームを変更し、ソフトキーのチェックマーク(TONE)キーを押すと、新しいトラックネーム
が保存されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファイル・マネージメント 

 
788Tは、コンピュータの様に、ファイルとフォルダを含むファイルシステムにオーディオ録音を保存しま
す。788T は、その内蔵ハードディスク、コンパクト フラッシュメディアそして取り付けた外付けドライ
ブを、それぞれ、“788T INDD”、“788T CF”、“788T EXTHDD”とシングルドライブとして名づけ、フ
ォーマットします。 
 
自動ファイルスプリット 

 
788T のストレージには何千ものファイルを保存することができますが、1 つのファイルの最大サイズは
4GBまでとなります。788Tは 4GBに達する前に自動的にファイルをスプリットし（ファクトリーデフォ
ルト設定は 2GB です）、新しいファイルを作成します。DAW ソフトウェアのトラックにインポートする
ことで、スプリットされたファイルを音の途切れなく編集することができます。788Tのメニューセレクト
により、スプリットされるファイルサイズの上限を 512MB、1GB、2GB、4GBに設定することができま
す。安価な CD-R メディアへバックアップする際には 512MB に設定してください。またコンパクトフラ
ッシュの記録容量に合わせた上限値に設定する場合にもスプリット機能が役に立ちます。 
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ファイルの時間と日付 

 
コンピュータ・ファイルシステムと同様に、788T記録されるすべてのファイルは作成された時間と日付が
スタンプされます。正確な時刻と日付が各ファイルにスタンプされるように 788T の日付と時間が正確に
設定されていることを確認してください。 
 
ファイルにスタンプされる時間とタイムコードに関連性はありません。 
1. セットアップメニューの Time & Date Set に入ります。 
2. 下の図を参照して、現在の時刻を設定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
設定を終了すると、時間と日付は無期限に維持されます。 

 
フォルダ・アクション 

 
788Tから生成されるファイルは、ルートの 788Tフォルダ、“デイリー”のサブフォルダまたは“シーン”
サブフォルダに置かれます。ファイルフォルダークションは、セットアップメニューの FILE： FOLDER 
OPTIONS を選択することで設定します。フォルダの選択は TOP-LEVEL、 MID-LEVEL、そして 
BOTTOM LEVEL FOLDERSを含みます。 
 
● Top-Level/Project Folder : は、ルートレベルフォルダであり、ユーザーが選択した名前で設定するこ
とができます。例えば、映画ロケの仕事であれば作品タイトルを記入します。このネームは、iXML
チャンクの<PROJECT>フィールドに使用されます。 
 
トップ・レベルフォルダは、セットアップメニューから<NONE>を選ぶことによって非アクティブに
なります。トップ・レベルフォルダが使用されない場合、次のローワー・レベルフォルダがドライブ
のルートに属します。TOP-LEVEL フォルダがアクティブなら、MID-LEVELと BOTTOM-LEVEL
フォルダは、そのサブフォルダになります。 
 

● Mid-Level /Roll folder - は、<DALIY>フォルダか、ユーザーが設定したロールフォルダとして使用さ
れます。このネームは iXMLチャンクの<TAPE>フィールドに使用されます。 
 
TOP-LEVEL フォルダが使用中なら、MID-LEVELフォルダは TOP-LEVEL フォルダのサブフォル
ダです。TOP-LEVEL フォルダが使われないなら、MID-LEVELフォルダはドライブのルートに属し
ます。<DAILY>として設定したなら、新しいフォルダが毎日作成されます。真夜中に亘る録音のとき、
788Tは新しいデイリーのフォルダを作る様にメッセージを出します。 
 

● Bottom-Level /Scene folder - は、セットアップメニューの REC: SCENE NAME/NUMBER から、
ユーザーが選択した名前として生成される名前を使用する<SCENE>フォルダとして選択、または全て
で使用しないようにできます。アッパーレベルのフォルダが使用中でないなら、BOTTOM-LEVELフ
ォルダはドライブのルートに属します。MID-LEVEL および／または TOP-LEVELが使用中ならば、
BOTTOM-LEVELフォルダはサブフォルダです。 

 
例: デイリーのフォルダが必要とされるなら、 TOP-LEVEL を <NONE>に、MID-LEVEL フォルダを
<DAILY>に、そして BOTTOM-LEVELを<NONE>に設定します。これは、フォルダの中にそのファイル
を伴ったルートディレクトリに、直接デイリーフォルダを生成します。 

数値の上げ下げ

をソフトキーで

調整します。 

次の設定項目へ

移動します。 

前の設定項目へ

戻ります。 
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788Tで生成されるファイルの階層図は、下のようになります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
ファイル・ビューア (HDD Menu) 

 
ドライブディレクトリの中から、ストレージメディア、フォルダ、ファイルを参照することができます。
ファイルのプロパティ閲覧、再生のためにファイル選択が可能です。ドライブディレクトリは、メイン LCD
画面へいつでも戻ることができます。 
 
 
File Viewer の左側には記録メディアとフォルダ、ファイルが表示されます。ディスプレイ一番上段は
DRIVE＼FOLDER NAMEの形でディレクトリ経路を示します。ディスプレイ左側で選択されたファイル
のプロパティが右側に表示されます。ファイルとフォルダ名は、録音された順序にリスト表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FALSETAKES、SOUNDDEV と TRASH フォルダは、自動的に生成されます。
SOUNDDEVは、788Tのファイルビューアーからは見ることはできません。 
 
TOP-LEVEL フォルダはルートディレクトリにあり、メニューFile: Folder 
Optionsにおいて<None>を選ぶことによって無効にすることができます。 
 
MID-LEVEL フォルダは、サブ-フォルダとして使うことができ、メニュー File: 
Folder Optionsで<Daily>フォルダーに選択することができます。 
 
BOTTOM-LEVEL フォルダもまた、サブ-フォルダとして使うことができ、メニュ
ーFile: Folder Otionsで<Scene>フォルダに選択することができます。 

これは、メニューFile: Folder Optionsにおいて作動した PROJECT という名前の
TOP-LEVEL フォルダです。 
 
これは、メニューFile: Folder Optionsにおいて作動した PROJECT という名前の
TOP-LEVEL フォルダです。 
 
これは、 メニュー File: Folder Options からの <Scene>を設定したの
BOTTOM-LEVELフォルダです。 
 
これらの 2つのファイルは、メニューRec: Scene Name/Numberで付けられたタイ
トル名です。 
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ナビゲーション 

 
ファイルからファイルへの移動は、コンピュータでファイルの中を進むことに似ています。ドライブディ
レクトリに入るには… 
 
1. メイン画面で、HDD期を押してテイクリストに入ってください。 

 
2. ソフトキーの DRV (HDD)を押してドライブディレクトリに入ってください。ドライブディレクトリは
ただちに最後に録音、あるいは再生されたファイルの場所を表示します。メイン画面からドライブデ
ィレクトリへすばやく入るには、HDDキーを 2回押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. ロータリースイッチでファイルとフォルダをスクロールさせてください。リストのトップにある「＼..」
を選択して上の階層へ移動できます。ルートディレクトリへ移動するには、ソフトキーの   (MENU)
を押してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

4. HDD、CF、EXTのどれかを選択して任意のディレクトリへスクロールしてください。CFや EXTが
接続されていない時、画面の中でメディア文字は線が引かれて表示されます。 
 

速度の遅いメディアの大きなファイルは、詳細を示すために時間がかかります;、これは普通のことです。
すべてのフォルダは表示されますが、認識されないファイルタイプはファイルビューアに表示されませ
ん。 

 
 
再生用ファイルの選択 

 
File Viewerに入り再生したいファイルを選択します。PLAYボタンを押すと、ハイライトされた選択ファ
イルが再生されます。788Tはセットアップメニュー PLAY: AUTOPLAY MODEで設定により再生を開始
します。もしモノフォニックファイルが選択されたなら、788Tは同じテイクの他のトラックファイルを同
時に再生します。 
 
フォルダオプション・メニュー 

 
フォルダオプション・メニューは、ドライブディレクトリ中のどのフォルダからでも、ソフトキーの
OPTIONS (FF) を押すとアクセスできます。ここではフォルダのリネームや、コピーフラグのセット／ク
リア、フォルダの削除を行います。 
 
ドライブディレクトリフォルダオプションメニューでの作業は、選択されたメディアだけに実施されます。
すべてのメディアにわたって編集を適用するには、テイクリストの中で編集を実施する必要がります。 
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フォルダのリネーム 
1. ドライブディレクトリに入ります。 
2. リネームしたい任意のフォルダをハイライトにします。 
3. ソフトキーの OPTIONS(FF)を押して、フォルダオプションメニューに入ります。 
4. リネームを選択します。 
5. フォルダをリネームし、ソフトキーのチェックマーク(TONE) を押して新しいファイルネームを保存
します。 

 
フォルダの削除 
どのストレージメディアにあるどのフォルダも削除できます。完全削除は 2ステップの手順が必要です。
MACやWindowsと似ていて、788Tは TRASHフォルダを使用して一時的に削除されたファイルを保持
します。trashフォルダへフォルダとその中身のファイルを移動するには… 
 
1. ドライブディレクトリに入ります。 
2. 削除していフォルダを表示させます。 
3. ソフトキー OPTIONS(FF) を押してください。 
4. DELETEを選択してください。 
5. フォルダ削除の確認が表示されます。 
 
ファイルは選択されたメディアの TRASHフォルダへ移動されました。ドライブディレクトリには存在し
ていませんが、TRASH フォルダにあります。TRASH フォルダに贈られたファイルは閲覧、再生が可能
です。 
 
間違って TRASHフォルダへ移動してしまったら、788Tを Firewireあるいは USBで接続したコンピュ
ータから操作して、元のフォルダ位置へ移動してください。788T 単体で TRASH フォルダから直接フォ
ルダを移動することはできません。 
 
 
フォルダオプション・メニューから削除されたフォルダは、選択されたメディアだけです。有効なすべて
のメディアにわたって削除するには、テイクリストから削除を実行してください。 

 
 
コピーフラグのセット／クリア 
コピーフラグは、１つのメディアから他へコピーされる様々なテイクを選択するために用いられます。フ
ァクトリーデフォルトでは、788T で録音されたテイクにはコピーフラグ ON が設定されます。メニュー
のFILE: COPY FLAG RESET が有効になっていると、ファイルコピー後に自動的にコピーフラグがOFF
に設定されます。フォルダオプションメニューからフラグのセット／クライを行うと、選択されたメディ
ア上だけにコピーフラグ状態が変更されます。すべてのメディアに渡って変更したい場合は、テイクリス
トから行ってください。 
 
コピーフラグのクリアーの仕方： 
 
1. ドライブディレクトリの中でメディアかフォルダを選択してください。 
2. ソフトキーの OPTIONS(FF) を押して、Set Copy Flagか Clr Copy Flagを選択してください。メデ
ィアかフォルダにサブフォルダが存在する場合、788Tは次のメッセージを表示します。 
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ドライブディレクトリ・オプション・メニュー 
 
Drive Speed Test以外、ドライブに関するすべての操作はドライブディレクトリオプションで行われます。
Drive Speed Testはメニューの DRIVE: SPEED TESTSで実施できます。次の機能はドライブディレクト
リオプションから実施されます。 
 
・ リネーム（ドライブ／フォルダ） 
・ コピーフラグのセット 
・ コピーフラグのクリア 

・ Trash(False Take)フォルダを空にする 
・ Erase(ドライブのフォーマット) 

 
ドライブディレクトリオプションメニューの実行 
1. ルートディレクトリへ移動してドライブディレクトリにアクセスしてください。 

 
 
 
 
 
 
 

2. 任意のドライブをハイライト状態に選択してください。 
 

3. ソフトキーの OPTIONS (FF) を押して、ドライブオプションメニューに入ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Trashフォルダを空にする 
 
各メディアのTrashフォルダ、False Takeフォルダに移動されたファイルやフォルダを完全に削除します。
各ドライブに Trashフォルダと False Takesフォルダがあるので、それぞれのドライブでドライブディレ
クトリオプションメニューから完全削除を行うことができます。 
 
 
 
 
 
 
 
一度、Trash フォルダを空にすると、完全に削除されて復元することはできません。Trash フォルダが空
になったあとは、False Takesフォルダを空にするメッセージが表示されます。 
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Erase (メディア・フォーマット) 

 
最適な録音環境のために、788Tのメディアを定期的にフォーマットすることをお勧めします。ハードドラ
イブ、コンパクトフラッシュ、外部メディアのフォーマットは FAT（file allocation table）を再構築し、
すべてのオーディオデータを消去します。フォーマットはディレクトリ破損やフラグメンテーション（フ
ァイルの断片化）を未然に防ぎます。 
 
フォーマットする前に、788Tのドライブ上の全てのファイルを他のメディアにバックアップされている
ことを、確認してください。一度フォーマットすると、ドライブ上の全てのデータは消去されます。トラ
ックネーム、シーンネーム、フォルダオプションのようなダイナミックリストもバックアップ保存してく
ださい。 

 
788T内蔵ドライブをフォーマットするには： 
 
1. ハードディスク上にある全てのデータがコピーされたか、もはや必要ではないことを確認します。 
2.  HDDキーを押してテイクリストを表示させます。 
3. ソフトキーの DRV(HDD) を押して、ドライブディレクトリにアクセスします。 
4. ソフトキーの   (MENU) を押して、ルートディレクトリへ移動します。 
5. ロータリースイッチを使い、フォーマットしたいメディアをハイライト選択します。 
6. ソフトキーの OPTION(FF) を押して、ドライブディレクトリオプションメニューに入ります。 
7. リストから ERASEを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
8. ストレージデバイスの非復旧フォーマットを実行することを確認するため、フォーマットを始めるた
めに２つのキーを押す必要があります。playキーを押しながら toneキーを押してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9. ソフトキーのチェックマーク(TONE) を押すとフォーマットを開始されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フォーマットが終了すると、788Tは新しい環境を作成します。トラックネーム、シーンネーム、フォルダ
ーオプションなどのダイナミックリストがドライブへ保存されます。 
 

play キーを押し
続けたままにし

ます。 

TONEキーを押す
と FORMAT開始
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ストレージメディア －内蔵 HDDドライブ 

 
788Tの内蔵ハードディスクドライブは、788Tの主要な録音メディアです。ハードディスクドライブの大
容量と速いデータ読み込み/書き込みスピードは、長形態、高データレート録音を実行するとき、完璧な選
択です。これは、速度、信頼性、ノイズパフォーマンスと電流消費において、バランスが優れています。 
 
 
ドライブタイプ 

788Tは、2.5インチの SATA-5インターフェースの、5400rpmハードディスクで出荷しています。対振動
と対衝撃を考えての選択をしています。ほとんどの 2.5 インチハードディスクは、SATA 仕様に適合し、
出荷時の HDD と交換することができます。代わりの HDD を選ぶとき、高回転のハードディスクは消費
電流の増加と電池での動作時間減少に注意してください。より高速度のドライブを 788T で使用したとし
ても、それほどパフォーマンスは向上しません。わずかに転送スループットが増加しますが、代わりに消
費電流の増加と電池の動作時間を減少させるデメリットもあります。788Tは最大 2 TBの容量のドライブ
を扱うことができます。 
 
ドライブ交換 
もし、装置が故障したり、あるいは、異なる容量のドライブが必要になったりしたなら、内蔵ハードディ
スクを取り外し、交換することができます。 
 
内蔵ハードディスクは、スワップ可能で、供給可能なメディアであることを目的としていません。そのマ
ルチピンコネクタは、繰り返しの挿入と取り外しのサイクルを想定しておらず、繰り返して循環すると破
損することがあります。 
 
 
一般的なサービス状況では、Sound Devicesは 3年に 1回、ハードディスクの交換を推奨します。 

 
ハードディスクは、レコーダーのシャシーの底部にマウントされており、スクリュウドライバーでアクセ
スできます。ドライブは、ショックアイソレーティング膜で、ユニットの中に“宙吊り”にして、“フレッ
クスボード”を経てメイン回路に取付けられています。ユニットの高密度回路とタイトな構造、エレクト
ロニクス特有の知識を必要としますので、Sound Devicesはドライブの交換作業には、適正な ESD静電気
防止装置を使用して、資格のある技術者によって行われることを、強く推薦します。資格のある技術者に
よって行われても、ドライブの交換は保証に含まれません。 
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内蔵ハードディスクは、交換可能なメディアとして計画された訳ではありません。ヘッダコネクタは、繰
り返しの取り外しと挿入を考慮しておりません。適切な ESD（静電気）予防措置を使用した、資格を持
つサービス技術者がドライブの交換を実行しなければなりません。 

 
 
 
 
ストレージメディア －コンパクトフラッシュ 

 
コンパクトフラッシュ（CF）は、オーディオを録音するための応用的な、ポータブルストレージメディア
です。その速度、信頼性と価格は、ポータブルレコーダーの利益を展開し続けます。788Tは、CFのみを
録音メディアとして、または内蔵ハードディスクと同時に書き込むことができます。 
 

CFを使用する時 
 
コンパクトフラッシュの主な利点は： 
 
● ハードディスクより広い温度範囲に対応 
● ハードディスクに比べ、耐ショック性に優れる 
● 便利なメディアの挿入と取り外し 
● ユビキタスなカードリーダーと転送ツール 
● ハードディスクより効率的な消費電力 
 
フォーマットする 

 
フォーマットされていない（または FAT32フォーマットでない）CFメディアが挿入されると、788Tは、
ユーザーにカードのフォーマットを促します。もし、カードが FAT32ボリュームとしてフォーマットされ
ているなら、カードは録音するメディアとして選ばれる準備ができています。788Tは 128MB以上の CF
をフォーマットすることができます。 
 
CFをフォーマットすることは、FAT（ファイルアロケーションテーブル）を作り直し、メディア上に存在
するどんなオーディオまたは他のデータファイルでも消去します。いくつかの PC ユーティリティは、ド
ライブをフォーマットした直後に、ファイルを回復することができるとはいえ、ファイルは永久に消去さ
れたとみなしてください。788Tによって生成された FAT32ボリュームは、初級者用デジタルカメラを含
む多数のコンシューマー電子機器と、互換性を持たないかもしれません。 
 
 

788Tのボトムパネル
を外すと、ハードド

ライブがマウントさ

れています。 
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CF への録音を停止したあと、788T は CF 上で“最終処理”を終了するまで、数秒要するかもしれませ
ん CFを取り外そうと思うときは、常に、黄色の CF動作 LEDを注視してください。もし、それが点灯
しているなら、カードを取り外す前に、それが消灯するまで待ってください。もし、LEDの点灯中に CF
を取り外してしまうと、ファイルが破壊されたり、FAT が破壊されて CF が使用不能になったりする可
能性があります。 

 
スピードテスト 

 
CFカードは、書き/読みスループットにおいて多種多様です。最新の“24 倍"の CFカードは、
ハイサンプルレートオーディオのマルチ-トラックを、確実に読み書きできます。8トラック以上
の 録音には UDMA ×300 CFカードの使用をお勧めします。788Tは CFメディアのスループ
ットスピードを測るためのドライブスピードテストを含みます。 
 
検証された CFカード 

 
Sound Devicesでは、レコーダーで使用するコンパクトフラッシュ・カードについて特に限定（認
定）していません。いくつか（Lexar Media、SanDisk、Kingston）のカードをテストした結果、
新しいカードで128MB以上の容量を持つものは788Tで使用可能でした。古いCFカードは788T
との相性の問題でフォーマットや認識に問題があるかもしれません。 
 
788T はマルチチャンネル録音、デジタルオーディオの高レートデータ転送用に、ウルトラファ
ースト UDMAコンパクトフラッシュ・カードに対応します。ユニットは 2TBまで対応します。
小さなカード容量は FAT32に対応できずに 788Tで使用できません。CFスピードテストを使っ
て使用されるカードが読み書きスピードに対応できるか確認してください。 
 
 
ストレージメディア －外部 FireWire ドライブ 

 
788T の FireWireポートは、“ドライブ”モードでも“ホスト”モードとしても機能することが
できます。ホストモードでは、ハードディスクまたは DVD-RAM のような、取り付けられたフ
ァイヤーワイーヤーストレージボリュームは、録音やオーディオファイルを再生することに使う
ことができます。788T は、利用できる全てのメディアに同時に書くことができるので、録音後
にサウンドファイルを外付けのドライブにコピーする時間を節約します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
外部 FireWireドライブを使用するとき 

 
外付けドライブへの録音の重要な利点は、以下のとおりです： 
 
● DVD-RAM光学 ドライブまたはハードディスクを含むドライブのタイプの選択 
● 大容量の外付け HDD（最大 2 TB）を接続することによる、無制限に近い録音容量 
● 素早く、待つことの無い、同時録音 
● 録音後の、内蔵ハードディスクまたは CFメディアの素早いバックアップコピー 
 
 
フォーマット 

 
内蔵ハードディスクやコンパクト フラッシュと同様に、接続した FireWireドライブは、FAT32
ボリュームとしてフォーマットされます。フォーマットされていない（または FAT32 以外でフ
ォーマットされている）外付けのドライブを接続すると、788T は、ドライブのフォーマットを
促します。ドライブが FAT32 ボリュームとしてすでにフォーマットされているならば、ドライ
ブはストレージメディアとして選択できるようになります。フロントパネルにあるドライブLED

外部ドライブが装着

されている状態
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は、どのドライブが録音に利用できるかを示すために点燈します。接続したドライブをフォーマ
ットするには、内蔵ハードディスクをフォーマットするときと同じ手順で行い、内蔵ハードディ
スクの代わりに外付けドライブをメニューで選択します。 
 
外付けドライブへの録音が止まったあと、788T はドライブ上の“管理維持”を終えるまで、数秒要しま
す。一般に、ハードディスクより遅いスループットを持つ DVD-RAM ディスクに録音するとき、特に顕
著です。Fire Wireドライブを切断する準備をするとき、常に、EXT 書かれた琥珀のアクティブ LED を
監視してください。もし、それが点燈しているなら、オフになるまで待ってからドライブを外してくださ
い。LED が点灯中にドライブを外すと、書き込まれたファイルが使えなくなる可能性が高くなり、ドラ
イブの FAT の破損することがあります。 

 
 

FireWire バス電源 
 
FireWire400 と FireWire800 ポートは FW デバイス用のバスパワー供給が可能です。バスパワ
ーを使用する場合のコンディションは次になります。 
 
● バスパワーのドライブを使用する場合は外部 DC電源が必要です。しかし、788Tは CFカー
ドリーダーのような低消費電力デバイスであれば Li-ion電源からバスパワーを供給できます。 

● FireWire ケーブルのホットスワップは可能ですが、バスパワードライブを接続するときは、
788Tの電源を切ることをお勧めします。 

 
702、702T、722、744T で必要とされていたアクセサリーXL-1394 は、788T に使用できません。電源
フィルター回路は 788Tに内蔵されたため、XL-1394は必要ありません。 

 
 
検証されたドライブ 

 
FAT32でフォーマットされた外付け FireWireストレージが 788Tで使用することができます。 
 
● バスパワーまたは外部電源の、外付けハードディスクドライブ。2 TB までのドライブを扱えます 
● FireWireで接続される CFカード・リーダー 
● DVD-RAMドライブ 
 
FireWireドライブは、そのドライブのネイティブなフォーマット（例えば IDE）から FireWireへコンバ
ートするために様々なチップセットがあります。接続した FireWireドライブが 788Tに適合するかどうか
を確認するために、セットアップメニューのmedia speed testを行ってください。ファイルの読み書きテ
ストが実行できれば、録音に使用することができます。 
 
 

DVD-RAMドライブ 
 
DVD-RAMドライブは、本質的に光学のハードディスクです。788Tは、FAT32 ボリュームとしてフォー
マットされた DVD-RAMドライブに録音、再生することが可能です。 
 
リアルタイムで DVD-RAMに録音をするとき、以下の注意が重要です： 
 
1. ポリフォニック・ファイル形式で録音してください。 
2. DVD-RAMドライブと 5倍速メディアで録音してください。 
3. 安定した台の上で DVD-RAM を使用してください。録音中に DVD-RAM ドライブを移動したりする
と、予期せぬ結果が発生するかもしれません。 

4. 多数トラックを録音するときは、DVD-RAMに録音することを避けてください。 
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メディア間のファイルコピー 
 
音声ファイルは、788Tの内蔵 HDD、CF、外部ドライブの中で簡単に移動することができます。ファイル
移動はセットアップメニューの FILE: COPY FILE から実行できます。 
 
ファイルコピーメニューは、それぞれのメディアタイプで幾つかのオプションがあります。 
Copy All [Media] > [Media] : 
 １つのメディア内の全てのファイルを他のメディアへコピー 
Last 24Hr [Media] > [Media]: 
 最後の 24時間に録音されたファイルをコピーします。 
Last 48Hr [Media] > [Media]: 
 最後の 48時間に録音されたファイルをコピーします。 
Flagged [Media] > [Media]: 
 コピーフラグのついたファイルをコピーします。 
 
コピーが開始されると、788Tは選択されたファイルをコピー元メディアから捜します。コピー先のメディ
アに重複するファイルネームが存在する場合は、LCDディスプレイにみつかったファイルの数、重複する
数、コピーされるファイルの数をレポートします。 
 
Enterかロータリースイッチを押すと、コピープロセスが開始されます。LCD画面にはコピー作業の進行
具合が示されます。コピーが終了するとコピーされた数をレポートします。 
 
 
エラーコンディション： 
コピー先メディアに対してコピーされるファイルが大きすぎると、788Tはコピーをスキップするかキャン
セルするか質問します。コピー中にエラーが発生したら 788T は移動をキャンセルします。コピー先のメ
ディアがいっぱいになった時はエラーをレポートしてコピー作業を中止します。 
 
 
コンピュータへのファイル転送 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
788Tの FireWire (IEEE-1394) ポートは、録音されたファイルを素早く簡単に、コンピュータに転送しま
す。6-ピン Firewire ケーブルによって接続されたとき、788T の内蔵ハードディスクとコンパクトフラッ
シュカード、そして外付けのドライブは、ローカルドライブのリムーバブル大容量記憶装置デバイスとし
てMacOS XまたはWindowsコンピュータにマウントします。Mac ファインダー、Windowsエクスプロ
ーラーまたは他のファイルユーティリティを使用して、ファイルは 788Tのハードディスクへ/から直接コ
ピー、読み込み、そして削除することができます。 
 
ファイル転送のためにコンピュータへ接続された時は、フロントパネルの MENU と HDD コントロール
は使用不可となります。788Tは、A/Dと D/Aコンバート、ルーティング（ミキシング）、外部ドライブへ
の録音、タイムコード、シンクジェネを含む様々な操作を含む下記の機能が使用できます。 
 
● アナログとデジタル Input/Output 
● ヘッドフォン・モニター 
● メータリング 
● インプットゲイン、ミュート、ルーティング。 

● タイムコード 
● シンク 
● バッテリー充電 
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788T内蔵 HDDのWAVファイルを直接編集するのではなく、別のメディアへコピーしたWAVファイル
を編集することをお勧めします。 

 
 
ファイル転送のために 788Tを接続するには： 
 
1. 全ての再生と録音動作を止めてください。  
2. 788Tに外部 DC電源を接続するか、バッテリーがフル充電されていることを確認してください。 
3. FW400、FW800、USB のいずれかで 788T とコンピュータを接続します。コンピュータに特別なド
ライバーソフトは必要ありません。 

4. STOP+HDDキーを押すか、セットアップメニューで FIREWIRE/USB: CONNECTIONを選択して
イニシャライズしてください。788Tはファイル転送モードに入り、FIREWIRE/USB CONNECTION
と LCDディスプレイに表示されます。コネクション中は、788Tのすべての機能が停止します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5. コンピュータ上で CF かハードドライブを選び、必要なファイルをコンピュータ内蔵のストレージへ
コピーしてください。 

 
ディレクトリ構造が壊れることを防ぐために、コンピュータのＯＳにおいて 788Tのドライブを
正規な手順でアンマウンドしてください。Macプラットフォームではドライブをゴミ箱へドラッ
グしてください。Windows ではシステムトレイのアイコン「ドライブの安全な取り外し」を実
行してください。 
 
788Tをコンピュータから取り外すには： 
1. 788T ドライブが参照しているあらゆるソフトウェアアプリケーションが閉じられ、そして 788T へ/
から全てのファイルコピー作業が完了したことを確認してください。 

2. Mac OS X でボリュームをイジェクトするために、デスクトップのドライブアイコンをハイライトし、      
____を選びます。代わりに、ドックのゴミ箱にドライブアイコンをドラッグします。 

2. Windowsでは、ドライブアイコンを右クリックし、“イジェクト”を選びます。 
3. コンピュータと 788Tを接続していたケーブルを抜きます。すぐ後で再接続する場合はケーブルを抜か
ずにそのままにしておきます。 

 
イジェクトコマンドによりコンピュータから 788T が切り離された状態で、まだ通信ケーブルが接続され
たままの状態であれば、セットアップメニューの FIREWIRE/USB / CONNECTIONを選択すれば再接続
されます。また、STOPキーと HDDキーを同時に押しても再接続されます。 
 
 
FIREWIRE/USB: CONNECTION が表示された状態でコンパクトフラッシュカードを抜かないでくだ
さい。 
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電源 

 
788T は、リムーバブル Li-ion 充電電池、または外部 DC 電源のどちらからでも、電源を利用します。リ
ムーバブル 7.2V Li-ionを含む、電池が、一次またはバックアップ電源としてどちらかを、使用できます。
788Tは、外部電源の電圧レベルに基づいて、電源を自動的に選びます。もし、それが出荷時に設定された
スレッショルド以下に落ちるなら、ユニットは Li-ion電源に移行します。外部とリムーバブルバッテリー
間の電源の転換は、シームレスで、録音または再生操作への影響を起こしません。 
 
付属の 4600mAhリチウムイオン電池で 788Tを使用する場合に、実稼働時間は使用状況により 1～4時間
とかなり変化します。 
 
リチウムイオンバッテリー（充電電池） 

 
788Tは、Sony互換の L-またはM-タイプの Li-ion充電電池から電源を利用します。これらのバッテリー
タイプは、1000mAhから 7000mAhまで多数の電源容量が、利用できます。788Tのマウントは、無制限
にバッテリーの深さに順応します。より大きいアンペア/hの電池は、より長い動作時間を提供します。 リ
ムーバブル Li-ionバッテリーでの電源のとき、LCDは電源ソースのバッテリー電圧レベルを表示します。
Li-ion バッテリーのためのノミナル動作電圧は、7.2V で、6.5-8.5V の範囲が動作電圧です。電池が 6.5V
まで落ちると、LCD電圧ディスプレイと電源 LEDが点滅し始め、バッテリーがもう直ぐ無くなる事を警
告します。電圧が 6.3 ボルトに下がると、788T は電源が切れます - 録音が進行中であれ、自動的に終了
します（停止）。 
 
外部電源とバッテリー充電 

 
788Tは外部 10-18 VDC（最低限 2アンペア）から、電源を利用することできます。DC入力は広瀬コネ
クタ 4 ピン（Part#10HR-7P4P）を使用します。外部 DC 電源はユニットを稼動させると同時に、Li-ion
充電回路により装着されたバッテリーへ充電も行います。 
 
外部 DCの PIN-1は、信号グランドとシャシーグランド共通となります。 

 
セットアップメニューの POWER: BATTERY CHARGERは、ユニットがオフの時だけ充電するか、ユニ
ット・オンの時だけ充電するか、常に充電するか設定できます。 
 
 
 
 
 
 
 
電源が供給されているとき、充電回路はバッテリーコンディションを監視し、充電電流を供給します。バ
ッテリーが充電されると充電回路はオフになります。大容量セルバッテリーを装着すると充電時間が長く
なります。 
 
外部 DC電源が供給されると、バッテリー充電状況を電源 LEDで示します。 
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788Tは電源ソースの電圧レベルを LCDの左上に表示（      ）します。様々な外部バッテリーに
対応すべく、外部バッテリーのローバッテリー・スレッショルドは変更可能です。外部電源ソースの低電
圧による動作停止電圧はセットアップメニュー POWER: EXT LOW BATT VOLTで設定します。 
 
ユーザーが設定したローバッテリー・スレッショルドに近づき、外部 DC ソースがローバッテリー状態に
なると、788Tの電圧表示部が点滅してユーザーに警告を発します。 
 
Ｌマウントバッテリーが装着されている時に、外部 DCの電圧がローバッテリー・スレッショルドの 0.5V
以内に達すると、バッテリー駆動に切り替わることを黄色 LEDが点灯してユーザーに警告します。 
 
Ｌマウントバッテリーが装着されていない場合は、外部 DC の電圧がローバッテリー・スレッショルドの
0.5V 以内に達すると、LED が赤に点滅します。ローバッテリー・スレッショルドに達したときに 788T
は自動的にシャットダウンします。 
 
 
タイムコード用バッテリー 

 
788Tは、タイムコードジェネレーター回路と time-of-dayクロック用の電源として内部に独立したリチウ
ムイオン電池を持っています。このバッテリーは、取外し可能なＬマウントバッテリーと一緒に充電され
ます。外部 DC ソースが無い状態では、内部リチウムイオン電池は取外し可能なＬマウントバッテリーか
ら充電されます。 
 
正確なタイムコードはユニット電源オフから 6時間保たれます。バッテリー交換時に、タイムコードの狂
いを心配せずに 788T の電源を切ることができます。内部リチウムイオン電池がファクトリーセット電圧
に達すると、タイムコードジェネレータは停止状態にあり、time-of-dayクロックが電圧を使用して、時間
と日付を保持します。 
 
788Tは電源オフから 6時間、正確なタイムコードを保持します。 

 
 
外部電源による自動機能 

 
DC電源が適応されおり、レコーダーから取り外されるとき、788Tはいくつかの機能を実行することがで
きます。利用可能なオプションは： 
 
● ユニットの電源オン - ユニットの電源が入り、動作の準備ができます。 
● 電源オン、録音開始 - ユニットは電源が入り、そして、前回電源が落とされたとき使用していた設定
で、録音を開始します。 

● ユニットの電源オン、電源オフ - 外部 DCがオン/オフスイッチとして機能。 
● 電源オン、録音開始、電源オフ - ユニットの電源が入り、録音を開始し、そして、電源が取り外され
るとき、ユニットがオフになります。 

 
これらの機能は、ユニットが一つの電源によって電源を供給されるプロダクションキットの一部であると
き、役に立ちます。一つの電源スイッチが、全部のキットの電源に使うことができます。 
 
内蔵録音タイマーに加えて、自動機能（電源オン/録音開始/電源オフ）は、広範囲にわたる録音コントロー
ルが必要ないときのために使うことができます。DC サプライに外部タイマーを付けて使用すると、788T
は EFXまたはネイチャーを含むイベントや監視アプリケーションの録音を活性化することができます。 
 
消費電力 

 
788Tは、外部 DCソースあるいは装着されたリチウムイオンバッテリーにより稼動します。バッテリー駆
動時間の概算は２つの要因を考慮に入れる必要があります。バッテリー容量と 788T の電力消費量です。
正確な稼動時間を知るためには、ある録音設定における録音実験を実際に行ってください。 
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動作中の機能に応じて、788Tの電力消費は、4W～20W (12V) までの範囲で変化します。以下の機能は、
電力消費への最も重要な影響を持ちます： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ファームウェア・アップグレード 

 
788Tは、ユニットのオペレーティングシステムソフトウェアまたはファームウェアを保持するために、ア
ップグレードできる EEPROM（電気的消去可能でプログラム可能なリードオンリーメモリ）を使います。
Firmwareは、デバイスの全ての機能面をコントロールするソースコードで、次のものを含みます： 
Menu選択、シグナルルーティング、シグナルプロセッシング、LED、ボタンとスイッチ、データポート 
 
バージョン情報 

 
製造中に、ユニットのハードウェアバージョン番号とシリアル番号は、EEPROM の保護されているエリ
アに焼かれ、変更できません。シリアル番号、FireWireバージョン、現在の 788Tファームウェアは、メ
ニューの INFO:VERSIONを選択して確認することができます。 
 
788T ファームウェアバージョンと本体シリアル番号は、788T で作成された WAV 音声ファイルのデータ
チャンクへ書き込まれます。 
 
 
 
 
 
 
 
firmwareアップグレードは、全てのユーザーメニュー設定を維持するように設計されています。しかし、
セットアップファイルとして設定のスナップショットは、ハードディスクまたは CFに保存して下さい。
一度、firmwareアップグレードが完了すると、必要に応じて、このファイルから設定を元に戻せます。
firmware更新は、ユーザーセットアップを多少変更するかもしれません;アップグレードの後、全てのユ
ーザーセットアップを確認してください。 

 
 
ファームウェアのアップグレード 

 
サウンドデバイスは、788T firmwareの改訂（新しいバージョン）が公開しています。firmwareのアップ
グレードをするには、以下の手順で進めてください。 
 
1. Sound Devices社のウェブサイトから firmwareファイルをダウンロードしてください。 
2. firmware ファイル（それは VERSION_NUMBER. PRG という名前が付いています）を、FireWire
を経て 788Tの内蔵ハードディスクまたは（カードリーダーを使用して）CFカードに転送します。も
し、それらがメディア上に複数の firmwareファイルがあるなら、788Tは適応する firmwareファイ
ルリストを示します。混乱を防ぐために、788Tのどちらかのメディア上に、利用できる firmwareフ
ァイルを 1つだけにしてください。  
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3. セットアップメニューの UPDATE SOFTWAREに入ります。 
 
 
 
 
 
 
 
4. もし正しい firmwareが HDDか CFに存在すれば、レコーダーはアップグレードに使用するファイル
名を表示します。ロータリースイッチか TONEキーを押して YESを選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
5. 選択された PRGファイルが正しいか確認するために、788Tは「Are you shure?」とたずねます。ロ
ータリースイッチか TONEキーを押して YESと選択してください。 

 
 
 
 
 
 
 
6. 788Tは firmwareアップグレードと確認を開始します。経過はバーグラフで表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
7. 788Tはアップデート終了後に、自動的にベリファイ（点検）を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
8. プログラミングとベリファイを終了すると、電源リセットを要求します。ロータリースイッチを押す
か、チェックマーク(TONE)キーを押すと、788Tは電源 OFFになります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
9. 788Tの電源が切れたら、PWRキーを押してください。 
10. セットアップメニューの INFO: VERSIONで、現在のバージョンを確認してください。 
11. 録音パラメータを確認してください。 
12. 機能性への変更が文書化されていますので、Sound Devices ウェブサイトから最新のユーザーガイド
をダウンロードして詳細を御確認ください。 
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リモートコントロール 

 
788Tは、USBキーボード、背面パネル DB15コネクターによる Logic Input/Output、CL-1コントロー
ラ、CL-8コントローラにより、リモートコントロールすることができます。 
 
USBキーボード入力は、標準 USBキーボードを 788Tに接続して有効になります。フロンとパネルコン
トロールとメニュー選択をキーボードショートカットに割り当てることができます。サウンドデバイスは
次に示す USBキーボードをテストし、使用を推奨しています。 
● A4Tech KL-5UP (http://www.a4tech.com) 
● Kensington K64366 (http://us.kensignton.com) 
● Adesso ACK-595U (http://www.adesso.com) 
 
USBハブ機能を持ったキーボードは、788Tで機能しません。 

 
 
キーボード・アサイン 

 
標準のキーボード・ショートカットは次のリストに示されたプリアサインを持っています。 
 
メニュー・キー 
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文字編集とテイクネーム／ナンバー （リネーミングとノート） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
割当て可能なショートカット 
 
キーボードのショートカットは、788T 上のほとんどすべてのファンクションを制御するためにプログラ
ムすることができます。キーボードのショートカットは、単純なキー操作でメニューアイテムを選択し変
更できます。ファンクションキーの組合せは、Control-、Alt-そして Shift-とともにプログラムすることが
できます。次のチャートは、キーがプログラム可能なものを示します。 
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ショートカットをプログラムするためには、以下のステップを実行してください： 
 
1. セットアップメニューの KEYBOARD/LOGIC IN: ASSIGNに入ります。 
 
 
 
 
 
 
 
2. プログラミングするために、割り振られていないショートカット番号を選びます。キー順列の複製が
選ばれるなら、最も低いショートカット番号でアクションが起こります。下の例は、プログラムされ
ている F1キーを示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3. キーを選んだ後、目的のセットアップメニュー、あるいはアクションを選択してください。例えば、
下図では 48048のサンプルレートへ変更するための F1キー再登録を示しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
シングルキーまたはキーコンビネーションが、複数のショートカットのためにプログラムされるなら、最
も低い数字のショートカットから優先順位となります。 

 
 
ショートカットリスト 
 
特定のアクションを実行するためのキーボードキー／Logic In をユーザーが定義することができます。キ
ーボードが実行できるアクションは次のリストとなります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ショートカット番号

50 までプログラム可
能です。 

マルチオプションが

利用できるなら、特

定のセットアップ 
メニュー  オプショ
ンをプログラムする

ことができます。 
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ロジック IN 

 
788T上の機能を外部機器から Logic Inputとして操作可能にします。これは一般的に、「リモートローリ
ング」用に、録音制御でミキシングコンソールを使用するためのものです。 
 
この機能はセットアップメニューの KEYBOARD/LOGIC IN: ASSIGN で設定されます。788Tのほとん
どの機能が割り当て可能です。初期設定は録音になっています。 
 
外部リモートコントロールかミキサーの logic outputを、背面パネル DB15コネクタの PIN-9に配線して
ください。PIN-9に LOWが与えられたとき、788Tの機能にトリガーがかかります。Highか Lowの違い
は次のように規定されています。 
● Low Input = 0.8 V以下 
● High Input = 2.0 V以上 
 
 
ロジック OUT (録音タリー) 

 
788Tは、背面パネルの DB15コネクタの Logic Outputピン経由で録音タリーを出力可能です。録音タリ
ー信号を外部ミキサーや外部録音 LED、リレーなどに適切な抵抗を介してダイレクトに使用することがで
きます。 
 
ロジック出力ピンは、788Tが録音状態になったときに highか lowにセットされます。セットアップメニ
ューの LOGIC OUT: ASSIGNで、設定することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CL-1キーボードとコントロールサーフェース 
 
CL-1 キーボード／リモートコントロールインターフェースは、PS/2 キーボードと外部デバイスコントロ
ールの使用を可能にします。CL-1を使用すれば、フロンとパネルコントロールとメニュー選択をキーボー
ドショートカットに割り当てることができます。また、CL-1はリモート用入出力をプログラム可能な接点
を持ちます。これらは一般的に、ミキシングコンソール上のトランスポートコントロールから、788Tをマ
シンコントロールするためにに使用されます。 
 
CL-1の接続 
1. 付属の C.Linkケーブルを 788Tの Inputコネクターに接続します。 
2. C.Linkケーブルの反対側を CL-1に接続します。 
3. PS/2キーボードを CL-1に接続します。 
4. カスタマーが用意したカスタムスイッチを CL-1PIN 1～6、PIN7(GND)、PIN8(+5V) にワイヤリング
してください。 

 
788Tの C.Linkポートは CL-1に電源を供給します。 
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CL-1キーボードインターフェース 
 
CL-1は PS/2キーボードから 788Tをコントロールするためのものです。キーボードの全ての機能と設定
方法は、USBキーボードと同じです。 
 
CL-1経由の PS/2キーボード、788Tに直接接続する USBキーボードのどちらかを使ってください。両
方のキーボードを同時に使うことは避けてください。 

 
 
CL-1ロジック IN/OUT 
 

 
 
 
 

キーシーケンスに割り当てられるショートカットと同様に、CL-1 はセットアップメニューアイテムまた
はマシントランスポートコントロールを実行するために、プログラムされることができる、6 つの接点が
あります。割り当てられたピンとアース（ピン-7）間に接続されるスイッチは、回路を構成します。回路
を閉じることは、プログラムされた動作をアクティブにします。 
 
CL-1 のロジックピンは、スイッチ-クローサー入力またはスイッチ-クローサー出力のどちらにも、個々に
設定できます。入力と出力は“ロジックロー”デバイスで、入力を“オン”にするために、それがアース
（０ボルト）に接続していなければならないことを意味します。同様に、出力を“オン”にするとき、そ
れは 0 ボルトを出し、それが“オフ”のとき、それは+5 ボルトを出します。 
 
 
ロジック入力 
 
入力ピンをユーザーがワイヤリングしたスイッチへ接続することができます。このスイッチにより 744T
を録音開始させることができます。SETUP メニューから他の機能にも割り当てることができます。入力
ピンに与えるコマンドは、キーボードショートカットにアサインするのと同じ考えとなります。 
 
入力としてピンを構成するためには、セットアップメニューにおいて EXT KEYBOARD ASSIGN に入っ
てください。新しい SHORTCUT 番号を選び、割り当てられるキーの間にロジック入力の位置決めをして
ください。LOGIC IN 1 を選ぶことは CL-1 上のピン 1 と一致し、LOGIC IN 2 は CL-1 上のピン 2 と
一致します。ロジック入力を選択した後、制御したいコマンド内容をアサインしてください。 
 
ロジック出力 
 
スイッチ-クローサー出力として構成すると、CL-1 は外部機器
をコントロールすることができます（LED、リレーまたは TTL 
レベル入力を受け入られる機器）。例えば、CL-1 は+5V 出力と
スイッチ-クローサー出力間に直列に抵抗を入れて接続するこ
とで、大きい赤い LED を点灯させることができ、レコーダー
が録音状態のときに、LEDを点灯させることができます。 
 
出力としてピンを構成するためには、セットアップメニューの
CL-1: LOGIC OUT ASSIGN へ入ります。ロジックピン番号は、
左手側にあります（00、01、・・・）。これらのピンの各々は、
未定義、停止、再生、録音または、一時停止に割り当てられる
ことができます。もし、（セットアップメニューの EXT 
KEYBOARD ASSIGN、CL-1: LOGIC OUT ASSIGN で、）入
力と出力に同じピン番号に割り当てた場合は、出力コマンドが
優先されます。 
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CL-8 コントローラー 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CL-8 コントローラーは、788T全般を操作性向上と、ミキシング機能を拡張させたコントロールサーフェ
ースのオプション品です。片手で数多くの機能を操作できるエルゴノミックデザインは、サウンドミキサ
ーを操作するフィーリングを持ちます。 
 
大きなロータリースタイルのフェーダーは、マスターL&Rトラックへ送るサウンドミキサーレベルを正確
に操作することができます。788T のフロントパネル入力ゲインポットは独立トラック(A～H)と Pre フェ
ード auxトラックへ送るレベルを調整します。 
 
サウンドミキサーは CL-8を用いてすばやく入力設定（トラックルーティング、HPF、リミッター、位相）
を変更することができます。CL-8は入力信号の有無、ソロモードを LEDで表示します。CL-8は 788T内
蔵のスレートマイク用ボタンを持ちます。また、メタデータ入力やキーボードリモートを行うための USB
キーボード用拡張ポートを備えます。 
 
 

CL-8 
 
CL-8は 788Tの背面にある USBキーボード用コネクターに接続されます。CL-8の電源は USB経由で供
給されるため、CL-8用電源ケーブルは必要ありません。CL-8が接続されると、CL-8は 788Tのファーム
ウェアからアップデート用プログラムを検索します。 
 
 
 
 
 
 
 
CL-8を接続しての使用中に、CL-8の USBケーブルを抜くと、次のメッセージが表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
788Tは他の操作を行うまで、CL-8の設定が残ります。もし CL-8が再接続されると、788Tはただちに切
断前の状態にスクリーンが戻ります。フェーダーレベルが調整されていなければすべての設定が同じに戻
ります。もしチェックマークが選択されると、788Tはスタンドアロン操作へ戻ります。 
 
CL-8を 788Tに物理的にマウントするための方法は、CL-8ユーザーガイドを参照してください。 
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CL-8 フロントパネルの詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) フェーダー 
それぞれの入力を L/R トラックへ送るための
アッテネーションレベルです。AUX Postを選
択した場合は、L/Rと同じフェーダーレベルで
AUX1 / AUX2 トラックバスにも送ります。レ
ベルはインフィニティ(off) から +15dB まで
調整できます。ノミナルレベルかユニティゲイ
ン(0 dB) は 12時位置です。 

 
2) A ボタン 
CL-8 の現在のビューでの様々なパラメータを選
択するために用います。 
 
3) B ボタン 
CL-8 の現在のビューでの様々なパラメータを選
択するために用います。 
 
4) 多機能 LED 
各チャンネルの信号があることを示し、様々な色
でポストフェーダー信号レベルを表示します。緑
=信号あり、黄色＝リミッター機能、赤＝信号が
オーバーロード（クリップ）。 
ソリッドな赤に点灯しているとミュート状態で
す。ミュートは、入力設定ビューから設定できま
す。 
ソリッドな黄に点灯していると PFL であること
を示し、ヘッドフォンモニターはプリフェーダー
リッスンをモニターしています。PFLの ON/OFF
は CL-8のMainビューで Aと Bボタンを同時に
押してください。 
 
5) トラック L表示 
各入力が Track Lに送られていると青に点灯しま
す。CL-8 の Main ビューで各入力の A ボタンを
押すと Track Lにルーティングされます。 
 
6) トラック R表示 
各入力がTrack Rに送られていると青に点灯しま
す。CL-8 の Main ビューで各入力 B のボタンを
押すと Track Rにルーティングされます。 
 

7) Aux1 表示 
Aux 1トラックへプリフェードで送られていると、
緑に点灯します。各入力がポストフェードで送ら
れていると赤く点灯します。各入力を Aux1へル
ーティングするには、CL-8の AUX Routingビュ
ーで Aボタンをおしてください。Aボタンをホー
ルド押しすると PRE / POST を変更できます。 
 
8) Aux2 表示 
Aux 2トラックへプリフェードで送られていると、
緑に点灯します。各入力がポストフェードで送ら
れていると赤く点灯します。各入力を Aux2へル
ーティングするには、CL-8の AUX Routingビュ
ーで Bボタンをおしてください。Bボタンをホー
ルド押しすると PRE / POST を変更できます。 
 
 
9) リミッター表示 
黄色に点灯しているとリミッター機能がONにな
っています。リミッターの ON/OFFは、CL-8の
Input設定ビューで Aボタンを押します。 
 
10) 入力位相 
青色に点灯していると位相反転機能がONになっ
ています。フェーズの ON/OFFは、CL-8の Input
設定ビューでAボタンとBボタンを同時に押しま
す。 
 
 
11) ハイパスフィルター表示 
黄色に点灯していると HPF 機能が ON になって
います。HPF の ON/OFF は、CL-8 の Input 設
定ビューで Bボタンを押します。 
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CL-8 サイドパネルの詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) Alt ボタン 

CL-8 の表示モードを切り替えます。（Main ビ
ュー, Aux Routingビュー, Input設定ビュー） 

 
2) SLATEマイクボタン 
ボタンを長押しすると、788T のスレートマイク
がアクティブになります。スレートマイクのレベ
ルを調整するには、SLATE ボタンを押しながら
ロータリースイッチを回してください。ゲインは
－46～6dB まで 1dB ステップで調整できます。
スレートマイクゲインは 788T のメイン LCD 画
面で確認できます。LCD画面のサンプリングレー
ト表示枠で一時的にレベルが表示されます。スレ
ートマイクはメニューの SLATE MIC: MODE 
から無効にすることができます。 
 

3) USBキーボード入力 
USB キーボードを接続するための A タイプコネ
クターです。788TのUSBキーボード入力にCL-8
が接続されているとき、キーボード用のスルーポ
ートとして働きます。このコネクタにより、CL-8
コントローラーと同時にキーボードを使うこと
ができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
CL-8 背面パネルの詳細 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
1) USBケーブル・ベイ 
８つのスクリュービスをはずすと、17インチ USB A – USB B ケーブルにアクセスできます。必要であれ
ばケーブルの長さを調整、ケーブル交換ができます。CL-8を操作するために、USB Aオスケーブルを 788T
の USB Keyboard入力へ接続してください。 
 
 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

82    

 

 
CL-8 ビュー 

 
CL-8 を使って、入力のをトラックへルーティング、各入力設定を迅速に行うことができます。ALT ボタ
ンを押すと、Mainビュー、Aux Routingビュー、Input設定ビューを切り替えることができます。 
 
 
 
Mainビュー 
CL-8 を接続した初期状態か、スタートアップ後に表示される最初の状態が Main ビュ
ーです。Mainビューでは、各入力に関する次の情報が表示されます。 
 
・ Input信号の存在 
・ L / R トラックルーティング 
・ Aux 1 / Aux2 ルーティング 
・ リミッターステータス 

・ 入力位相ステータス 
・ HPFステータス 
・ ソロ(PFL) 
・ インプット・ミュート 

 
 
 
Mainビューでは、有効な入力チャンネルからトラック Lかトラック Rへ、Aボタン・Ｂボタンを使って
ルーティングすることができます。A・Ｂボタンを同時に押すと、そのチャンネルをソロモニターします。
ALTボタンを押すと、Aux Routingビューに移動します。  
 
 
 
 
 
Aux Routingビュー 
Aux Routingビューでは、有効な入力チャンネルから Aux1トラックか Aux2トラック
へ、Aボタン・Ｂボタンを使ってルーティングすることができます。Aux Routingビュ
ー では、トラック L / R ルーティング情報、LIM情報、位相情報、HPF情報は表
示されません。AUXトラックへルーティングされていると、AUX1 と AUX2 の LED
はソリッドに点灯します。LEDが緑色に点灯すると、入力はプリフェードで送られます。
LEDが赤色に点灯すると、入力はポストフェードで送られます。Aボタン、あるいは B
ボタンを長押しすると Pre / Post が切り替わります。入力が AUXトラックへルーティ
ングされていない場合は、点滅します。ALTボタンを押すと、Input設定ビューに移動
します。 
 
 
 
 
Input設定ビュー 
Input設定ビューでは、各入力の様々な入力設定にアクセスできます。A ボタンを押す
と、リミッターの ON/OFFです。Bボタンを押すと HPFの ON/OFFです。Aボタン
と Bボタンを同時に押すと位相反転の ON/OFFです。 
 
Input 設定ビューでは、L、R、Aux1、Aux2 の LED は点灯しません。リミッターと
HFPの LEDはソリッドな黄色で点灯します。位相反転の LEDは、入力が反転してい
るときにソリッドな青で点灯します。LEDが点滅しているとき、リミッターと HPFは
無効になっており、位相反転はノーマル状態です。ALTボタンを押すと、Mainビュー
に移動します。 
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スレートマイク 

 
CL-8を接続すると 788T内蔵のスレートマイクを使用することができます。スレートマイクロフォンは一
般的に注釈やコミュニケーション目的に使用されます。788T内蔵のスレートマイクロフォンは、高解像度
録音用ではありません。スレートマイクの信号は全 OUTPUT と全トラックへ送られます。スレートマイ
クがアクティブになると、全ての録音トラックでスレートマイク音声に切り替わります。スレートマイク
がアクティブになると、788Tのフロントパネルにある入力アクティビティリング LEDはソリッドな黄色
に点灯します。不意の操作ミスによるトラブルを防止するため、メニューからスレートマイク機能を OFF
にすることができます。 
 
スレートマイクゲインレベルは、－46Db～6dBまで 1dBステップで調整できます。次の 3ステップでゲ
インを調整できます。 
 
1. 788Tのメイン LCD画面を表示させます。 
2. CL-8の SLATEボタンを押したままにします。 
3. ロータリースイッチを回してゲイン調整します。ゲインレベルは一時的に LCD画面の「サンプルレー
ト枠に表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 

4. SLATEボタンを離して、スレートマイクを解除します。 
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セットアップメニュー 

 
セットアップメニューは 788T のオーディオルーティング、録音設定とタイムコードオプションを含む広
範囲にわたるパラメータを、コントロールします。セットアップメニューは、サブメニューのないシング
ル、フラット構造で、ナビゲーションを容易にします。各セットアップは、いくつかの選択で、特定のパ
ラメータをコントロールします。下のチャートは、セットアップ番号、コントロールの詳細と利用できる
メニューオプションを示します。 
 
 

 
 
 



 788T ユーザーガイド・技術情報
 

  85 
 

 
 
 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

86    

 

 
 



 788T ユーザーガイド・技術情報
 

  87 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

88    

 

 
 
 
 



 788T ユーザーガイド・技術情報
 

  89 
 

 

 
 
 



788T ユーザーガイド・技術情報 
 

90    

 

 
 
 
 
 
 



 788T ユーザーガイド・技術情報
 

  91 
 

 
ユーザーセットアップデータファイル 

 
上記のテーブルにあるパラメータの設定の全ては、内蔵ハードディスクにまたは CF カードにファイルと
して保存することができます。セットアップメニューの QUICK SETUP に入り、SAVE USER TO 
INHDD/CFを選択するとデータファイルからパラメータのセーブ、リストアができます。このバイナリー
ファイルは、788T.SUP というファイル名でセットアップメニューにおいて選択されたメディアへ保存さ
れます。788T.SUPは、記録メディアごとの SOUNDDEVフォルダに１つだけ保存可能です。 
 
シーンネーム、トラックネーム、フォルダネームは、ユーザーが入力するもので、788T.SUPファイルに
はセーブされません。 

 
 
セットアップメニュー・ショートカット 

 
セットアップメニューは、メニューを上下にスクロールするために、マルチ-ファンクションエンコーダを
使用することによって、素早くナビゲートすることができます。その上、ショートカットまたは“クラム
（小片）”は、たびたび使われるメニュー項目のために設定できます。クラムは、play キーを押したまま
でいると設定され、小さい点が設定番号の左に表示されます。クラムは複数を設定することができますが、
あまりたくさん設定すると実用的にかえって不便になるかもしれません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メニューでクラムを低い

番号のアイテムへ切り替

えます 。 
 
クラムが無い場合、前の

総合メニューセクション

へ移動します 

メニューでクラムを設定するか、取り除

くために押したままにします 1 回押す
と、メニューをアイテム#1 へ持ってい
きます。

メニューでクラムを高い

番号のアイテムへ切り替

えます クラムが無い場
合、次の総合メニューセ

クションへ移動します 
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フロントパネルボタン・ショートカット 

 
スピードナビゲーションのために、7-シリーズは、多数のナビゲーション“shortcuts”を備えています。
組合せのために、最初の識別されたキーを押えたまま、次のキーを押してください。 
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コネクタ・ピンアサイン 

 
各コネクタのタイプ、電気的な特徴とピンアサインメントは以下に表示。 
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仕様 

 
システム 

 
 
アナログ入力 
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アナログ出力 

 
 
 
 
 
 

 
デジタル 入力／出力 

 
 
 

 
デジタル・ストレージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
データ転送・コントロール 

 
 
 
 
 
 
 
 

タイムコードとシンク 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
電源 
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動作環境 

 
 
 
その他 

 
 
 
寸法と重量 

 
 
 
 

 
 
補足Ａ－録音時間の計算 

 
利用可能な 788Tの録音時間の計算は、3つの要因を必要とします： 
 
● track count - 同時に何本のオーディオトラックが録音のために選ばれるか。 
● data rate - 非圧縮オーディオのためのサンプルレートとビット長と、データ圧縮したオーディオのた
めのビットレートから計算される。データレートは、オーディオシグナルのために、どれだけ大きな
データの“コンテナ”が必要かを決定します（PCMオーディオを決定するために下記の計算を参照し
てください）。 

● storage medium capacity - 一般的に GBで表される） 
 
非圧縮録音時間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
上記のチャートは、788Tで利用できる録音時間を示します。時間は、788Tによってサポートされる指定
されたデータレートで、トラックあたりの時間（トラック-時間）に表されます。もし、2本のトラックに
録音するなら、トラック時間の数字は半分になります。同じように、8 トラック録音では、トラック時間
は 1/8 になります。788T は追加のサンプルレート/ビット長の組合せをサポートしますが、最も一般的な
ものだけが以下に含まれます。 
 
録音時間 
チャートは、24-ビット/48kHzのオーディオを 40 GBハードディスクドライブに録音するとき、録音に利
用可能な時間の最大総計は、およそ 80トラック-時間を示しています。もし、ステレオ 2-トラックファイ
ルを録音するなら、これは録音時間に 40ステレオ時間を生みます。 
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大部分のストレージメディアは、現在 1000メガバイト＝1ギガバイトの SIユニットを使って、GBで容
量を表示していることに注意してください。 

 
 
PCMオーディオ 
非圧縮されたデジタルオーディオは、16-ビット/48kHz のような、2 度量法、ビット長とサンプリング周
波数によって数値的に表されます。 
これらの 2つの番号が、非圧縮されたオーディオのデータレートを計算するために使われます。 
 
オーディオデータレート = ビット長 x サンプリング周波数。 
 
以下の例で、1 つの 16-ビット/48kHz オーディオストリームのデータレートは、1 分あたりのメガバイト
で、計算されます。1,048,576での除算は、ビットからメガビットにコンバートします。8での除算は、メ
ガビットからメガバイトにコンバートします;60の掛け算は、秒を分に変換します。 
(((16 x 48000) / 1,048,576) / 8 ) x 60 = 5.49 MB/min 
 
 
補足Ｂ－メタデータ・インプレメンテーション 

 
788TのBroadcast waveファイルは、iXML(revision1.5)データと bEXTチャンクデータを含みます。bEXT
と iXML認識のあるソフトウェアアプリケーションのために、このデータは利用できます。bEXTまたは
iXML を認めないアプリケーションについては、この情報は無視されます。下の図は、支えられたメタデ
ータ・パラメータを詳述します。 
● iXML: Broadcast Wav iXMLチャンクの中にメタデータを保管します。 
● bEXT: Broadcast Wav bEXTチャンクの中にメタデータを保管します。 
● FMT: Broadcast Wav Formatチャンクの中にメタデータを保管します。 

= サポート ； ブランク＝サポートしない 
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補足Ｃ－ファイルネーム 

 
788T が生成するファイルは、4 つの要素：シーン番号、テイク番号、（もし、モノラルファイルが選ばれ
たなら）モノラルトラック指定と拡張子から成り立つ構文を使って、名前をつけられます。 
 
 
 
 
 
 
 
モノフォニックWAVファイル トラックナンバー デジグネータ 

 
モノフォニックブロードキャスト WAV ファイルを録音するとき、各トラックには別々のデータファイル
が録音されます。各トラックを識別するために、各ファイルは、アンダーラインとトラック番号サフィッ
クスによって識別されます。最初のトラックに録音されるファイルは、それに“_1”が追加されます。 
ファイル名のレターサフィックス、_1、_2、_3、_4、_5、_6、_7と_8は、常にトラック L、R、A、B、
C、D、Eと Fと一致します。たとえば、トラック Dだけが唯一の録音トラックの場合、ファイル名のレ
ターサフィックスは_6となります。 
 
ファイルネームのデュプリケート 

 
788Tが複製されたファイル名がどんな特別なフォルダにでも生成されたことを検知したとき、788Tは拡
張子の前にレターサフィックスを追加して変更します。例えば、もしテイク番号がリセットされるが、フ
ァイルは以前のファイルと同じディレクトリに録音されると、ファイルに“A”が加えられます。もし、
更なる、ファイルの複製が生成されるなら、B、C、など、レターサフィックスは増加します。 
 

拡張子 
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補足Ｄ－FAT32と最大ファイルサイズ 

 
788Tのデータボリューム（内蔵ハードディスク、CFそして外付けドライブ）は、FAT32ファイル構造に
フォーマットされて書き込みます。この構造はこれらのドライブを Windows とマック OS そして Linux
を含む多種多様のコンピュータープラットフォームで直接マウントします。Firewire と USB コネクショ
ンを用いて、両方の内部のドライブ（内蔵ハードディスクと CF）は、外部の FAT32ボリュームとして現
れます。FAT32には、1つのファイルにつき 4GBのファイルサイズ規制があります。 
 
 
Windows XPは、FAT32ドライブに対して、フォーマットの制限を持っています;XPは、最大 32GBま
で、FAT32ボリュームをフォーマットすることができます、しかしながら、2 TBの FAT32ボリューム
を読むことができます。 

 
 
 
補足Ｅ－アクセサリー 

 
いくつかのアクセサリー（プロダクション・ケース、ケーブル、電源アクセサリー）が 788T に同梱され
ています。サウンドデバイス製品とアクセサリーの全リストについては、ウェブサイト
www.sounddevices.com/productsを参照ください。 
 
含まれるアクセサリー 

788Tには以下のアクセサリーが同梱されます。 
● XL-WPH3 : ユニバーサル（100-240 VAC、12VDC、24W）メイン電源 
● XL-B2 : Li-イオンリムーバブル充電電池、4600 mAh 
● XL-RJ : ユニット同士を接続する C.リンクケーブル 
● CS-MAN : パッド入りバッグ 
 
その他アクセサリー 
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CE Declaration of Conformity 
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Software License 
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Warranty and Technical Support 

 
Warranty & Service 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


